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本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、 
正しくお使いください。特に「安全上のごま意」 （74 ページ）は必ずお読みください。なお、「取扱説 
明書」は、「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒に必ず保管してください。 


を<じ 


01はじめに . 4 

付属品を確認する . 4 

U モコンに電池を入れる . 4 

本機を設置する . 4 

設置について . 4 


04各部の名跡 . 22 

リモコン . 22 

U モコンの操作範囲 . 24 

フ□ントパネル . 2己 

ディスプレイ . 26 

MPEG -2 AAC . 28 


02簡単ガイド . 己 

ホームシアター入門 . 已 

サラウンド再生を楽しむ . 己 

Auto MCACC で自動設定する . 6 

Auto MCACC 設定時における 

その他の問題 . 8 

位相を合わせて音の打ち消し合いを防ぐ 
(PHASE CONTROL ) . 9 


目 99 0 0111 2 233334 
な 22 3333 0^ 3 0^ 3 3 3 3 


〇 0000012 2 3 3 


456777889000111 

111111111222222 

























































iPod をつないで再生する... 

iPod を操作する . 

iPod の操作を切り換える 
US 目メモ U —を再生する... 

再生機能について . 

フオルダー/ファイル U ストでファイルを 

選んで再生する . 

再生でさる圧縮ファイルについて 


09 iPod / us 巳メモリーの巧生•••己0 


10フラットテレビとの連動操作…55 

パイオニアフラットテレビとの接続 . 已己 

SR+ 連動モードを使用する . 56 


保言正とアフターヴービス . 70 

ヴービスステーションリスト•….71 


仕様 . 73 

安を上のご注意 . 74 

さくいん . 77 


システムセットアップで本機の設定をする. 
手動で MCACC の設定をする 

(Manual MCACC). 

スピーカー出カレベルを詳細に設定する. 
スピーカーまでの距離を詳細に設定する. 
アコーステイックキヤ U ブレーシヨン EQ 

機能を設定する . 

聴感によるスピーカーの設定を行ラ 

(Manual SP Setup). 

スピーカーの設定を行ラ . 

ク□スオーバー周波数を設定する . 

スピーカー出カレベルを設定する . 

スピーカーまでの距離を設定する . 

入力に関する設定を行う (Input Assign) ... 

デジタル入力を設定する . 

D4 映像入力を設定する . 

HDMI 入力を設定する . 

その他の設定を行う（日 therSetup). 

フラットテレビの連動設定を行ラ . 


07ラジオチユーナーの使用 

ラジオ放送を聞く . 

放送局をダイレクトに選局する ..... 

放送局を記憶する . 

記憶した放送局を呼び出す . 

記憶した放送局に名前をつける ..... 


08機器の録音/録画. 

音声や映像を録音/録画する 


他機器を操作するための U モコン設定 

について . 

プ IJ セツトコードを呼び出す . 

ダイレクトファンクシヨン機能を設定する 

U モコンの設定を初期化する . 

テレビの操作 . 

他機器の操作 . 

メーカーコード U スト . 


12その他 . 

故障かな？と思ったら ........ 

HDMI 接続に関するごま意 

IL 場お時の設山一見 . 

本機を初期化する . 

電源コードについてのを意.… 
本機のお手入れについて ....... 

音のエチケット . 


06システムセットアップ設定••…3611他機器のリモコン操作 . 57 


0 112 3 3 4 

已己已己已 己已 


ラジオ録音\録画.- pod \ us 巳連動リモ n ンその他 


^ 端引が^ 5 心心心がががが 5がが^^如巧伯 


簡単ガイド接続各部の名赖再生 

7 7 8 8 9 1 3 4 4789999 

万万万万已66 を 6ぶ6ぶぶぶお 


























































第 1 章： 

はじめに 


巧属品を確認する 

下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 

• U モコン 

•単3形乾電池（動作確認用 ）X 2 

• AM ループアンテナ 

• FM アンテナ 
-保証書 

-取扱説明書（本書） 

リモコンに電池を入れる 


^重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険び 
あります。次のを意を守ってください。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケー 
スの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるをの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださい。 

-不要となった電池を廃棄する場合は、各地 
ち自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださい。 


本機を設置する 

-本機を設置するとさは、必ず平らで安定し 
た面に設置してください。 

次の場所には本機を設置しないでください。 

-テレビの上（映像び歪むことびあります） 

-カセットデッキまたは磁気を発する機器の近く 
( 音声に悪影響を与えることびあります） 

-直接日光の当たる場所 
-湿気のある場所 
-高温または低温の場所 
-振動のある場所 
-ほこりの多い場所 

-台所など煙び出たり油を使用する場所 

設置について 

• 放熱のため、本機の上に物を置いたり、布 
やシートなどを被せた状態でのご使用は絶 
対におやめ<ださい。異常発熱により故障 
の原因となる場合びあります。 



-ラックなどに設置する場合は、上部に2日 cm 
1；(上空間をあけてください。 


20 cml ；> (上離す 


本機 















ホームシアター入 P 3 

ホームシアターとはソフトに収録された複数の 
音声を3本！;(上のスピーカーで再生し、ご家庭 
でサラウンド空間を作ることです。まるでコン 
ヴート会場や映画の場面の中にいるような臨場 
感をお楽しみいただくことびでさます。再生す 
るソフトの音声信号の種類や設置したスピー 
力一 、本機のサラウンド設定などによっていろ 
いろなサラウンド効果を得ることびでさます。 

本機ではドルビーデジタルや DTS などの DVD 
ソフトに記録されたマルチチャンネル音声を、 
スピーカーの状況に合わせて自動で最適に再生 
します。また、ソフトび2 ch の場合でちドル 
ビープ□□ジ ック IIモードにすることでマルチ 
チャンネ>1レヴラウンド再生を行うことびできま 
す。詳しくは「機器の再生」 （29 ページ）をご 
覧ください。 

サラウンド巧生を楽しむ 

(下の手順のとおりに接続、設定を行ラだけで簡 
単にサラウンド再生を行ラことびできます。設定 
についてはほとんどの場合、工場出荷時の設定の 
ままで再生できるように設定されています。 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

1テレビと DVD プレーヤーを本機に接続する。 

サラウンド再生をするには、 DVD プレーヤー 
と本機をデジタル接続する必要びあります。詳 
しくは「テレビや DVD プレーヤーを接続する」 
(1 1ページ）をご覧ください。 


2 スピーカーの 設置と接続をする。 

「スピーカーを接続する」 （19 ページ）をご覽 
になり、スピーカーを接続してください。ス 
ピーカーの設置のしかたは音質に大さく影響し 
ますので、次の図のよラに最適な場所に設置し 
て < ださい。 


サブウーファー （ SW ) 



スピーカーち （ R ) 


フ□ント 
スピーカー左 （ L ) 


スピーカー （ C ) 




サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンド X 
スピーカー左 ( LS ) 

3 DVD プレーヤーやテレビ、サブウーファー 
の電源を入れ、本機の電源を入れる。 

テレビの映像入力を本機の出力映像び表示され 
るよラに設定します。このち法びわからない場 
合は、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

4 Auto MCACC 設定でスピーカーシステム 
などのサラウンド設定を行う。 

詳しくは 「Aut 日 MCACC で自動設定する」 （6 
ページ）をご覧ください。 

5 DVD を再をして、本機の音量を調整する。 

U モコンの DVD ボタンを押して、本機の入力 
を DVD/BD にします。]表示部に DVD/BD と 
表示されていることを確認してください。2 


@ メモ 

1 DVD プレーヤーの音声出力設定を 、 「Dolby Di 邑 itaU や 「 DTS 」、 「8狂2 kHz /9 日 kHz PCM 」 音声信号び出力される 
ように設定します。詳しくはお手持ちの DVD プレーヤーの取扱説明書をご確認ください。 

2 AUTOSURR . インジケーターび点打していることを確認してください。点灯していないときは AUTO SURR ボタンを 
押して AUTO SURROUND モードを選択して < ださし、 
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本機ではいろいろな再生効果を選ぶことびでさ 
ます。詳しくは「機器の再生」に9ページ）を 
ご覽ください。■■また、より詳細な設定について 
は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （36 ページ）をご覽ください。 


Auto MCACC で自動設定する 

Auto MCACC (Multi Channel Acoustic 
Calibration System) では、スピーカーの大 
ささや U スニングポジションからの距離などを 
測定し、各スピーカーの出力遅延と出カレベル 
を調節します。また部屋の暗騒音まで考慮した 
視聴環境の周波数特性の測定を行い、スピー 
カーシステム全体の周波数バランスも調節しま 
す。設定はスピーカーから出力されるテスト 
I-ーンを付属のセットアップマイクで測定し、 
解析します。 

成重要 

- Auto MCACC 設定を行うと、それ前に 
行ったスピーカーに関する設定は、すべて 
上書さされます。 

• Auto MCACC 設定をう前に、 PHONES 
端テにへッドホンび接続されていないこと 
を確認してください。 

• 付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
ターの近くに置いて Auto MCACC 設定を 
行わないでください。 

d ミち意 

• Auto MCACC 設定では、テストI-ーンび 
大音量で出力されます。 



1本機とテレビの電源を入れる。 


2フロント/け g レの MCACC PORTABLE 端 
子に7イクを接続する。 

スピーカーとマイクの間に障害物びないことを 
確認してください。 



U ス ニン グポジションにマイクを設置するとさ 
は、兰脚を使ってマイクを耳の高さにします。 
兰脚びないとさは、台や椅子などを使い、マイ 
クび耳の高さで水平になるようにしてください。 

3リモコンの AV アンプボタンを巧してか 
6、設定ボタンを巧す。 

テレビにシステムセットアップ画面び表示され 
ます。 

リモコンの t/4V 和/崎と ミ夫定 ボタンを使って、 
操作項目を選びます。 

前の画面に戻るには、 房る ボタンを押します。 

• システムセットアップを終了するには、 設定 
ボタンを巧します。 * 2 


因メモ 

1 DVD プレーヤーや再生するソフトによっては2 ch のみの再生となることびあります。このようなときにマルチチヤン 
ネルで再生したいときは STANDARD を押して STANDARD モードを選択してください。 

2 • Aut 曰 MCACC 画面のまま3分間放置すると、画面にスク U — ンセーバー機能び働きますび、いずれかのボタンを巧 
すことで再び同じ画面を表示します。 

- Auto MCACC 設定を途中で中断したときは、それまでの測定内容は確定されません。 

-テレビを HDMI ケーブルで接続してシステムセットアップ画面び表示されない場合は、システムセットアップを行う 
際は、一般的なビデオコードまたは D 端テケーブルで接続してください。 
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4 タンで TAutoMCACCJ を選んで、 

ミ夫定ボタンを巧す。 



• 上記画面の 「Other Setup 」 び表示される 
のは VSX -9]8 V のみです。 

5自動測定び開始されます。 

-マイクび正しく接続されているかを確認し 
て < ださい。 

• 本機は、サブウーファーび接続されている 
かを電源び入るたびに自動検出します。ヴ 
ブウーファーを接続しているとさは、サブ 
ウーファーの電源を入れて音量を適度に上 
げておいて < ださい。 

巨 Auto MCACC 設定び開始されます。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーン 

び出力され、測定中を示す画面になります。測 

定中はでさるだけ静かにしてください。 



-テスト!-ーンによる測定中は音量を調節し 
ないでください。正しく測定されないこと 
びあります。 


7スピーカーのちり無しを確認する。 

測定び終わると、スピーカー有り無しの判定の 
確認画面び表示されます。3日秒間何も操作び 
ないときは自動で手順8へ進み 、 Auto 
MCACC 設定び再開されます。 



\1 \ボタンで各スピーカーの測定結果を確認 
し、実際のスピーカー接続と合っているかを確 
認することもでさます。 


有無 

スピーカー'''\ 

接続している 

接続していない 

F 

フ□ントをち 

YES 

NO 

C 

センター 

YES 

NO 

S 

サラウンドをち 

YES 

NO 

SW 

サブウーファー 

YES 

NO 


スピーカーの測定結果び間違つていたとさは 
ボタンでスピーカーを選んで和/岭ボタン 
で設定を変更します。 


エラー ( ERR ) び表示されたときは、マイクや 
スピーカー接続に問題びあるかもしれません。 
「 ERR 」 表示には下のような種類びあります。 

• ERR M に ーマイクの接続を確認してくだ 
さい。 

• ERR Fch - フ□ントスピーカーの接続を 
確認してください。 

• ERR Sch -ヴラウンドスピーカーの接続 
を確認してください。 

• ERRSW — サブウーファーの電源を入れて 
音量を上げてください。 

「 RETRY 」 を選んで再測定してを同じエラーび 
表示されるとさは、電源を切ってからスピー 
カーの接続を確認してください。 


簡単ガイド 
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8 rOKJ と表示させてか 6 決定ボタンを巧す。 

スピーカー出カレベル、スピーカーまでの距 
離、周波数特性の補正び開始され測定中を示す 
画面になります。 



• 測定中は静かにしてください。この測定に 
は3〜8分程度かかります。 

9 Analyzed Data Check 画面になり、自動 
測定がお了します。 

下記の項目を t /4/ 如/- ►/ 巧定ボタンで選び、 
それぞれの設定値を確認することびでさます。1 
戻る ボタンを押すと]つ前の表示に戻ります。 

• Speaker System — 接続したスピーカー 
の有り 無し と低音再生能力の有り無し 

• Speaker Distance - スピーカーまでの 距離 

• Channel Level - スピーカーの出カバランス 

- Acoustic Cal EQ -視聴環境の周波数特 

性の補正 


Auto MCACC 設定時におけるその他 

の巧題 

部屋の環境び Auto MCACC 設定に適していな 
い場合（騒音び大さい、壁の残響び大さい、ス 
ピーカーとマイクの間に障害物びあるなどの場 
合)、正しい測定結果を得られないことびあり 
ます。測定に影響を与える可能性のある機器 
(エアコン、冷蔵庫、扇風機など）を確認し、 
必要に応じてそれらの電源を切ってください。 

フ□ントパネルの表示部にメッセージび表示さ 
れた場合は、その指示に従ってください。 

• 旧型のテレビによっては、マイクでの測定 
に影響を与えるちのびあります。その場合 
は 、 Auto MCACC 設定のときだけテレビ 
の電源を切ってください。 


確認び終わったら手順]日へ進みます。 

10 rsKipj を選んで、ミ夫定ボタンを}甲す。 

Auto MCACC び終了し、システムセットアッ 
プに戻ります。 

アコースティック EQ び自動的に ON になり 
MCACC インジケーターび点好します。 

Auto MCACC では自動で最適なサラウンド環 
境を設定しますび、システムセットアップから 
項目を選んで、各設定を手動で調整することも 
でさます。詳しくは37ページをご覧ください。 


因メモ 

1•スピーカーの大小判定について、コーンサイズ] 2 cm 程度の同じスピーカーを使っていてち、測定時の部屋の環境 
によっては異なった判定をすることびあります。この場合は「聴感によるスピーカーの設定を行う (Manual SP 
Setup )」（4] ページ）で手動で設定を変更できます。 

-スピーカーまでの距離について、サブウーファーまでの距離び、 U スニングポジションから実際の距離よりわ遠めに 
設定されることびあります。この設定は遅延補正や部屋の特徴を考慮に入れた正しい設定値のため、特に変更する必 
要はありません。 
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簡単ガイド 


位相を合わせて音の打ち消し合いを 
防ぐ （PHASE CONTROL ) 

マルチチャンネル再生をする際、 LFE (超低域） 
信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブ 
ウーファーや他の最適なスピーカーに振り分け 
る処理びされます。しかしこの処理には原理 
上、位相びズレてしまう周波数（群遅延）び発 
生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャン 
ネルとの干渉により低音の打ち消し合いび発生 
してしまうなどの問題びあります。本機では、 
PHASE CONTROL モードを ON にすること 
で、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。 
工場出荷時は日 N に設定されています。通常は 
ON でのご使用をお勧めします。1 
位相とは2つの音波の時間的関係を表していま 
す。2つの音波の山と山び合っている状態を位 
相び合っている、合っていない状態を位相びズ 
レていると言います。 


PHASE CONTROL 


フ □ント スピーカー 



畴))'1\ 


音源 


\ f 


4)) '1a ------ 

サブウーファー 


1」スニング 
ポジション 


1 


タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 


• 1」ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の1」ア I 」テイびない 


PHASE CONTROL 


フ□ントス ピーカー 

<!>)) 


音源勢 A . 




• U ズムびはっさりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の1」ア1」ティを感じる 


DIRECT ふ L'C。/ STANDARD A 肌さ關 
0000 
PHASE ACOeUqST にダィァログ巡な_ 


I し-非 +]) 

-アンプコ:/卜□-ル n^TTT-l 


• PHASE CONTROL モードを ON にする。 

ボタンを押すたびに、 ON と日 FF び切り換わ 
ります。 


0 メモ 

1 - PHASE CONTROL 機旨封まヘッドホン使用日寺にち効まな^友0ます。 

•サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているときはプラス側 （0° 側）に設定してください。ただし、 
本機の PHASE CONTROL を ON にしても効まび分かりにくいときは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効まの大さいちを選んで<ださい。また効まびわかりに<いとさはサブウーファーの向さや場所を少しずつ変え 
てみることちお勧めします。 

-サブウーファー内蔵の Lowpass フィルタスイッチを OFF にしてください。 OFF にできないサブウーファーは高い 
カットオフ周波数に設定してください。 

-スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び正しく出ない場合びあります。 


簡単ガイド 
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第 3 章： 

接続 


接続コードについて 

コードやケーブルを本機の上や近くに置かない 
よラま意してください。コードやケーブルび本 
機の上に置かれていると、本機の電源装置から 
磁場び生じて、スピーカーから雑音び発生する 
ことびあります。 

Ass 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

-電源コードを抜くとさは、必ず本機の電源 
を切ってから抜いて < ださい。 

アナ□グオーディオコード 

アナ□グのオーディオ機器に接続するには、オー 
ディオコードを使用します。一般的なホ/白プラ 
グのケーブルで、ホいプラグを R (ち）端テに、 
白いプラグを L (左）端テに接続します。 


アナ□グオーディオコード 



デジタルオーディオケーブル 

デジタル機器と本機を接続するには、市販の同 
軸デジタルケーブルまたは光ファイバーケーブ 
ルを使用します cJ 

成^ 0气 

同軸デジタル 光ファイバー 

ケーブル ケーブル 


ビデオコード 

ビデオコード 

一般的な映像用コードで、コンポジットビデオ 
端テに接続します。オーディオコードと区別す 
るため、黄色のプラグです。 

ビデオコード（黄） 

D 端子ケーブル 

輝度信号と2つの色差信号に分けて伝送でさる 
ケーブルです。コンポジットビデオコードより 
ち高品位な映像を楽しめます。 



HDMI ケーブル 

デジタル信号でテレビや衛星チューナーと接続 
することびでさます。]本で映像信号と音声信 
号の両方を伝送します。デジタル信号をアナ □ 
グ変換しないため、鮮明で高品位な映像品質を 
楽しめます。 


がが I 



因メモ 

1.光ファイバーケーブルを接続するときは、端テの向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむ 
りやり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてもシャッターび閉まらなくなることびあります。 

-急な角度に折り曲げないでください。保管するときは、直径び]已 cm じ(上になるようにしてください。 

-同軸デジタルケーブルは一般的なビデオコードで代用でさます。 










接続 


テレビや DVD プレーヤーを接続ずる 

テレビや DVD プレーヤーと本機の接続につい 
て説明します。 

1 DVD プレーヤーの同軸デジタル音声出力と、 
本機の DIGITAL IN COAXl ( DVD / BD ) 端子を 
接続する。 

接続には同軸デジタルケーブルを使用します cJ 

2 DVD プレーヤーのステレオ音声出力2および 
映像出力と、本機の DVD/BD AUD の/ VIDEO 
IN 端テを接続する。 

一般的なビデオコードと才ーディオコード"^を 
使用します。 

• DVD プレーヤーにマルチチャンネルアナ□グ 
音声出力端子びある場合は、「マルチチャン 
ネルアナ□グ機器を接続する」 （12 ページ） 
での接続ち法をご覧<ださい。 

3テレビのステレオ音声出力と、本機の TV / 
SAT AUDIO IN 端子を接続する。 

テレビのチューナーを使つて音声を楽しむ場合 
にオーディオコードを使用します。 

テレビにデジタルチューナーび内蔵されている 
場合は、光ファイバーケーブルを使用してテレ 
ビの光デジタル音声出力と本機の DIGITAL IN 
0 PT 2 ( TV / SAT ) 端テを接続することもでさ 
ます。 

4テレビの映像入力と、本機の MONITOR 
OUT 端子を接続する。 

一般的なビデオコードを使用して、コンポジッ 
トビデオ端テに接続します。4 


DVD プレーヤー 





テレビ 



回メモ 

1 DVD プレーヤーに光デジタル音声出力端子しかない場合は、光ファイバーケーブルを使って本機の OPT ] または 
0 PT 2 端テに接続することびできます。この際、本機の入力設定で光デジタル入力端テの設定を行う必要びあります。 
詳しくは「入力に関する設定を行う（1叩山 Assign )」（44 ぺージ）をご覧ください。 

2この接続は、 DVD プレーヤーからアナ□グ音声での録音の際に必要となります。 

3 DVD プレーヤーに D ビデオ映像出力端子びあるときは、 D4 VIDEO (DVD/BD) INI 端テに接続することでより良い 
映像をお楽しみいただくことびでさます。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端子を使用する」 （1 已ページ）をご覧ください。 

4テレビに D ビデオ映像入力端テびあるときは、 D4 VIDEO MONITOR OUT 端テに接続することでより良い映像をお楽 
しみいただくことびでさます。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端子を使用する」 （1 已ページ）をご覧ください。 



Ja 




































































7 ルチチャンネルアナ□グ機器を接続する 

DVD オーディオや SACD の再生には 、 DVD 
プレーヤーの已 .1 チャンネルアナ□グ出力を使 
用します。本機の DVD 已 .1 CH INPUT 端テの 
接続は下のとおりです cJ 


VSX -918 V 



BS / CS / 地上デジタルチユーナ ー 
を接続する 

衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上波 
デジタルチューナーなどの映像機器との接続に 
ついて説明します。 


1チューナー機器の音声/映像出力と、本機の 
TV/SAT AUDIO/VIDEO IN 端子を接続ずる。2 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。^ 

2チューナー機器の光デジタル音声出力と、 

本機の DIGITAL IN 0 PT 2 ( TV / SAT ) 端テを 
接続する。 

接続には光ファイノ くーケーブルを使用します。4 



巳 S/CS / 地上 
デジタルチューナー 


因メモ 

1マルチチャンネルアナ□グ入力を再生するには入力を DVD 已 .Ich 入力に切り換える必要びあります （33 ページ)。 

2すでにテレビの接続に TV/SAT 入力を使用している場合は、他の入力に接続してください。 

3チューナー機器に D ビデオ映像出力端子びあるときは、 D4 VIDEO (TV/SAT) IN2 端テに接続することでより良い映 
像をお楽しみいただくことびでさます。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端子を使用する」 （1 已ページ）をご覧ください。 

4チューナー機器に同軸デジタル音声出力端子しかない場合は、同軸デジタルケーブルを使って本機の C0AX1 (DVD/BD) 
端テに接続することびでさます。この際、本機の入力設定で同軸デジタル入力端テの設定を行ラ必要びあります。詳し 
くは「入力に関する設定を行う（1叩山 Assign )」（44 ぺージ）をご覧ください。 























































































オーディオ機器を接続する 

アナ□グ音声機器 （ カセットデッキなど）を該 
当の端テに接続してください。録音機器の場合 
は、本機の4つの端テ (AUDIO IN L / R . 
AUDIO OUT L / R ) への接続び必要です。] 
再生のみの機器の場合は、 AUDIO IN L/R に接 
続するだけです。 

1オーディオ機器にデジタル出力びあるとを 
は、本機のデジタル入力と接続する。 

ちの接続例では、同軸デジタルケーブルを使用し 

て C 0 AX 1 ( DVD / BD ) 端テに接続しています。 

2化要であれば、オーディオ機器のアナ□グ 
音声出力か6本機のほ用していない音声入力に 
接続する。 

デジタル出力のないオーディオ機器を接続する 
場合や、デジタル機器から録音したいとさは、 
オーディオコードで接続します。 

3録音機器と接続する場合は、本機のアナロ 
グ音声出力と録音機器のアナログ音声入力をち 
続する。 

ちの接続例ではオーディオコードを使用して 
CD - R / TAPE / MD アナ□グ出力端子にアナ □ 
グ接続しています。 



WMA 9 Pro デコーダー について 

本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していま 
すので、 WMA 9 Pro 対応プレーヤーと同軸ま 
たは光ファイバーケーブルでデジタル接続する 
ことによって、 WMA 9 Pro でエンコードされ 
た音声を本機でデコードして再生することびで 
きます。 WMA 9 Pro 対応プレーヤーとしては、 
DVD プレーヤー、セットトップボックスなど 
び考えられます。ただし、それらの機器の同軸 
または光出力端子から WMA 9 Pro 音声を出力 
でさる場合のみ、本機でデコードして再生する 
ことびでさます。 


因メモ 

1 ( MD デッキなどの）デジタル機器とアナ□グ機器の間で録音する場合は、デジタル機器についてもアナ□グ音声接続 
び必要です。 

























































Plays Sjl 

Windows 

Media™ 


Windows Media、Windows □ゴは米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標または商標です。 


HDD/DVD レコーターやビデオ 

デッキを接続ずる 

本機は HDD / DVD レコーダーやビデオデッキ 
などのデジタル/アナ□グ録画機器と、デジタ 
ルでもアナ□グでも接続することびでさます。 

1録画機器の音声/映像出力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO IN 端子を接続する。1 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。 

2録画機器の音声/映像入力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO OUT 端子を接続する。 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。 

3録画機器にデジタル音声出力びある場合は、 
本機のデジタル入力と接続する。 

ちの接続例では、光ファイバーケーブルを使用 

して 0 PT 1 ( DVR / VCR ) 立品テに接続してし^ま 
す。2 


VSX -918 V 



HDD/DVD レコーダー 
(またはビデオデッキ） 


因メモ 

1 HDD / DVD レコーダーなどに D ビデオ映像出力端子びあるときは、 D4 VIDEO (TV/SAT) IN2 端テに接続すること 
でより良い映像をお楽しみいただくことびできます。詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端テを使用する」 （1 已ページ）をご覧 
<ださい。 

2映像機器に同軸デジタル音声出力しかない場合は、同軸デジタルケーブルを使って本機の C0AX1(DVD/BD) 端テに 
接続することびできます。その際、本機の入力設定で同軸デジタル入力端テの設定を行ラ必要びあります。詳しくは 
「入力に関する設定を行う （Input Assign )」（44 ぺージ）をご覧ください。 






















































D 4 ビデオ映像端子を使用する 

D 4 ビデオ映像端テでの接続はコンポジット接 
続に比べ高画質な映像を伝送します。入力機器 
とテレビの両方に D 端テびある場合、プ□グ 
レッシブスキャン映像やちらつさのない高品位 
な映像をお楽しみいただけます。詳しくはテレ 
ビと入力機器の取扱説明書をご覽になり、それ 
らびプ□グレッシブスキャン映像に対応してい 
るか確認してください。 


テレビ -- 

衛星 チューナー DVD プレーヤー 



只 FRONT L R SURROUND |_ CENTER R |_ 

K® m 

戀獲 ©®®0 


1入力機器の D ビデオ映像出力と本機の D 4 
VIDEO IN 端モをち続する。 

D 端テケーブルを使用します。 

2が要に応じて D 4 VIDEO IN 端テの設定を 
行ラ。 

次の初期値のとおりに接続していない場合のみ 
設定び必要です。 

• D 4 Video -1 -DVD 

• D 4 Video -2 - TV 

詳しくは 「 D 4 映像入力を設定する」 （4 己ペー 
ジ）をご覧ください。 

3テレビの D ビデオ映像入力と、本機の D 4 
VIDEO MONITOR OUT 端子を接続する。 

D 端テケーブルを使用します。 


本機 

^重要 

D 4 VIDEO 端テで入力機器と接続して高画質な 
映像を楽しむには、テレビを本機の D 4 VIDEO 
MONITOR OUT 端テに接続する必要びありま 
す。 









































HDMI 端子を使用する 

HDMI とは High-Definition Multimedia 
Interface の略です。パソコンディスプレイな 
どで使われている DVI (Digital Video 
Interface ) 端テを拡張した、次世代テレビ向 
けのデジタルインターフェースの規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応のフ 
ラットテレビなどを接続することで、圧縮され 
ていないデジタル映像と音声 （ ドルビーデジタ 
Jk DTS 、 MPEG -2 AAC 、 または U ニア 
PCM ) を]本のケーブルで伝送でさます。接続 
には HDMI ケーブルをお使いください。 


HDMI 巧応機器 



1 HDMI ケーブルをほ用して、 HDMI 対応機 
おの HDMI 出力と、本機の HDMI IN 1または 
HDMI IN 2端子を接続する。 


2 HDMI ケーブルをほ用して、 HDMI 巧応モ 
二夕一の HDMI 入力と、本機の HDMI OUT 端 
子を接続する。 

ケーブル端テ部のしるしび本機の HDMI 端テの 
左側になるよラにして接続します。 



3 VSX -5 7 S ンのみ； HDMI 機器の音声を本機 
で聞く場をは、アナログまたはデジタル音声 
ケーブルでの接続を巧ラ。 

必ず U アパネ J レの音声/映像入力を設定した音 
声入力端テに接続して<ださい（左の図は 
DVR / VCR 端テに接続した場合の例です)。 

-この接続をしなかった場合、 HDMI 機器の 
音声はテレビ（フラットテレビなど）から 
出力されます（本機からは音声は出力され 
ません)。 


4接続した入力機器に合わせて、 HDMI 入力 
の設定を巧ラ。 

接続び終わったら、本機の入力設定で HDMI 入 
力端テの設定を行ラ必要びあります。詳しくは 
「入力に関する設定を行う （Input Assign )」 

(44 ページ）をご覧ください。 

已入力切換ボタンでステップ4で設定した入 
力を選択してか6、レシーバーボタンを巧した 
あとに、音声切換ボタンを巧して音声入力信号 
を選がする。 

フ□ントパネルのボタンで操作をすることちで 
さます。詳しくは「入力信号を選択する」 （33 
ページ）をご覧ください。 

-ン谷ん978ンのみ； 「 AV 調整機能を使う」の 
HDMI 設定 （3 已ページ参照）で THRU を 
選択している場合は、 HDMI 対応機器の音 
声はテレビ（フラットテレビなど）から出 
力されます（本機からは音声は出力されま 
せん）。 























































接続 


• 映像信号びテレビ（フラットテレビなど） 

の画面に表示されない場合は、 HDMI 対応 
機器やテレビの解像度の設定を調整してみ 
てください。なお、機器（テレビゲーム機 
など）によっては解像度の設定びでさない 
ことびあります。このとさは（アナ□グの) 
コンポジットビデオコードで接続してくだ 
さぃ。 

• アナ□グ（コンポジットまたは D 4) 映像 
入力から入力した映像信号は、 HDMIOUT 
端テから出力されません。 

HDMI にごいて 

HDMI ( Hi 呂 h-Definition Multimedia 
Interface ) とは]本のケーブルで映像と音声 
を受信するデジタル伝送規格です。ディスプレ 
イ接続技術の DVKDigital Visual Interface ) 
を家庭向けのオーディオ機器用にアレンジした 
ちのであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 
( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのイン 
夕ーフエース規格です。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計さ 
れています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機 
器によっては正常に動作しない場合びあります。 

HDMI、HDMI □ゴ、および Hi 呂 h-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , 
LLC の商標または登録商標です。 


フロント音声入力端子を使用ずる 

フ□ントパネルの音声入力端テを使って音声機 @ 
器を接続でさます。接続した機器を再生すると P 

きは、 VIDEO/PORTABLE ボタンを押して 
PORTABLE 入力を選択します。ステレオミニ 
ジャックケーブルを使用して、デジタルオー 
ディオプレーヤーなどを接続でさます。 



フロント映像入力端子を使用ずる 

フ□ントパネルの映像入力端テを使って機器を 
接続でさます。接続した機器を再生するとさ 

は、 VIDEO/PORTABLE ボタンを巧して 
VIDEO 入力を選択します。一般的なコンポ 
ジット音声/映像コードを使用して、 U アパネ 
ルの端テと同様にして接続します。 
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アンテナを接続する 

AM ループアンテナと FM アンテナを下図のよラ 
に接続します。受信状態と音質を良好にするには 
外部アンテナの接続をお勧めします（ち記の「外 
部アンテナを接続する」をご覧ください)。 



1 AM アンテナコードの巧端の被覆を2本と 
をはびす。 

2端子のツメを開いて AM アンテナコードを 
確実に是し込み、ツメを閉じて固定する。 

3 AM ループアンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覽になり組 
み立ててください。 

-壁などに取り付けるとさは、受信状態の良 
い場所にネジや画びようなどを使って取り 
付けます（図 C )。 

4受信が態びちくて平6な場所に AM アンテ 
ナを設置する。 

5 AM ループアンテナと同様に FM アンテナ 
をち続する。 

FM アンテナは受信状態を良好にするために、 

壁や窓枠などに沿って縦ち向に十分に伸ばして 
<ださい。 


か部アンテナを接続する 
FM の受信感度を上げるために 

F 型 コネクターを 使って、屋外用 FM アンテナ 
を接続します。 



AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、 

已 m 〜目 m の長さの AM 外部アンテナ（ビ 
ニール被覆線）を AM LOOP 端テに接続しま 
す。屋外に設置するとさは、受信感度を上げ 
るためアンテナを水平に伸ばして使用してく 
ださい。 






























接続 


スピーカーを接続する 

スピーカーの接続ち法は状況によってさまざま 
ですび、1;(下に示すのはサブウーファーを含む 
6本のスピーカーを接続した一般的な例です。 

下に示す方法を参考に、お持ちのスピーカー 
の数に合わせて接続してください。本機は最低 
2本のスピーカー（図のフ□ントスピーカー） 
び接続されていれば音を再生でさますび、少な 
くとち3本、でされば全目本のスピーカーを 
接続することをお勧めします。なお、サブウー 
ファーを使用しないとさは、フ□ントスピー 
カーの設定を 「 LARGE 」 に設定してください 
(42 ページの「スピーカーの設定を行う」をご 
覧ください)。 

スピーカー端テについて、視聴位置のち側にあ 
るスピーカーは R 端テに、左側にあるスピー 
カーは L 端テにつなざます。接続するとさは、 
スピーカーの極性 （ + / —) と本機の極性 （ + / 
—) を必ず合わせてください。 

• スピーカーは、インピーダンスび6 Q 〜 

] 6 Q の スピーカーを ご使用ください。 


スピーカー端テ B に2本のスピーカーを接続 
して、他の部屋でステレオ音声で聞くことをで 
きます。「スピーカー配置について」に日ぺ一 
ジ）を参考にして他の部屋にスピーカーを配置 お 
してください。スピーカーシステムの切り換え 爲 

については、 2] ページをご覽ください。 

すべての接続び終わってから、最後に電源コー 
ドをコンセントに差し込んでください。 


VSX -9 1 8 V 
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-サラウンドスピーカーは、視聴位置での耳 
の高さから6日 cm 〜9日 cm 上ちに、少 
し下向さに配置してください。左ちのス 
ピーカーび向さ合わないように置さます。 

-最適なサラウンド再生のために、下の 
「スピーカー配置図」を参考にして各スピー 
カーを設置してください。安全と音質向上 
のため、しっかりと安定させて設置してく 
ださい。 

d ミち意 

センタースピーカーをテレビの上に置くときは 
必ず適切な方法で固定してください。地震など 
の振動によりスピーカーび落下して人びけびを 
したり、物を破損する原因となります。 


スピーカー 配置について 


スピーカーコー ドを接続する 

スピーカー 端モ A: 

1スピーカーコードの巧端をねじる。 

2スピーカー端モを緩め、スピーカーコード 
を是し込む。 

3スピーカー端テをしめる。 



スピーカー 端子 已： 

1スピーカーコードの先端をねじる。 

2スピーカー端テのツメを開いて、スピー 
カーコードを確実に是し込む。 

3ツメを閉じて固定する。 



スピーカー 端子について 

スピーカーコードを接続するときは、芯線を 
しっかりねじり、スピーカー端テからはみ出し 
ていないことを確認してください。芯、線び U ア 
パネルに接触したり、芯線どうしび接触すると 
保護回路び働いて電源びスタンバイ状態になる 
ことびあります。 

接続には市販のスピーカーコードと才ーディオ 
コードをご使用ください。音質をよくするため 
には、より高品質なスピーカーコードをご使用 
<ださい。 

d ミち意 

スピーカー端テには非常に高い電圧び出力され 
ます。感電の危険を避けるため、スピーカーを 
接続する前に必ず電源コードを抜いてください。 
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スピーカー配置図 

下の図は己1チヤンネルのスピーカーの設置例 
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□( 

Wn 

サラウンド 
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U スニングポジシ; 

ヨン 


スピーカーシステムの切 D 換え 

3種類のスピーカーシステムの設定を 
SPEAKERS ボタンで切り換えることびできま 
す。 

•フ□ントパネルの SPEAKERS ボタンをほ 
用して、スピーカーシステムを切り換える。1 

ボタンを巧すたびに、じ(下のようにスピーカー 
システムび切り換わります。 

• SP^A —スピーカー端テ A に接続された 
スピーカーから音び出ます（サラウンド再 
生び巧能です)。 

- SP ^ B — スピーカー端テ B に接続された 
スピーカーから音び出ます（ステレオ再生 
となります)。 


- SP^AB - 上記 A (センターおよびヴラウ 
ンドスピーカーからは音は出ません）と B 
の音声び同時に出力されます。マルチチャ ー 

ンネルソースの場合は、スピーカーシステ を 

ム A および B から2 ch ダウンミックス再爲 
生されます。 


モ備コンセント (AC OUTLET ) 
をな用する 

本機の STANDBY / ON ボタンによるオン/ス 
タンバイ（オフ）の切り換えに連動して、接続 
した機器の電源をオン/オフでさます。 
接続した機器の消費電力び]日日 W (0.8 A ) 
を超えないよラにしてください。 



連動100 wm 下 


電源コードを接続する 

すべての接続び終了したら電源コードを家庭用 
電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。2 



因メモ 

1•サブウーファーからの音声出力は「スピーカーの設定を行う」 （42 ページ）の設定によって出るとさと出ないとさび 
あります。また、 SP ^ B を選択しているとさは LFE チヤンネルはダウンミックスされないためサブウーファーからは 
音び出ません。 

-ヘッドホンを PHONES 端テに差し込んでいる間は、スピーカーシステムは自動的にオフに切り換わります（ただし 
スピーカー端テ B からは音び出ます）。 

2旅行などで長期間本機を使用しないとさは、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。 
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さ部のを祿 


U モコン 



1入力切換 

再生する入力機器を選びます （シフト ボタンを 
押しなびら使用すると、逆の順番で選択でさま 
す）。 


2 AV アンプむ 

本機の電源を入/切します。 

3 マルチコント□ールボタン 

操作したい機器を選びます。 

「テレビ操作」、 「 PORTABLE 」、 rcD - R 」 を選 
ぶとさは シフ トを押しなびらボタンを押します。 

4 アンプコント□ールボタン 
AUTO/D 旧 ECT 

オートサラウンド再生 （29 ページ）とダイ 
レクト再生 （31 ぺージ）を切り換えます。 

STEREO / A . LC . 

ステレオ再生およびオートレべルコント 
□-ルモード （3 日ぺージ）、フ□ントサラ 
ウンド•アドバンス再生を切り換えます 
(31 ぺージ）。 

STANDARD 

サラウンドモードの Dolby Pro Lo 呂 ic の 
各モードを切り換えますに9ページ)。 

ADV SURR 

アドノ（ンスドサラウンドモードを切り換え 
ます （3 日ぺージ)。 

PHASE 

PHASE CONTROL モードの ON/OFF を 
切り換えます （9 ページ)。 

ACOUSTIC EQ 

アコースティックキヤ U ブレーシ ヨン EQ 
設定を選択します （39 ページ)。 

ダイアログ 

ダイア□グエン八ンスメント機能の ON / 

日 FF を切り換えます （3 己ページ)。 

サウンドレトリパー 

ヴウンドレト IJ バー機能の日 N / 日 FF を切 
り換えます （3] ページ)。 

消音 

消音します。をう一度押すと解除されます。 
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CH 選が 

チヤンネルを選択し、 レベル +/- ボタンを 
使用してチヤンネルレベルの調整をします。 

レベル +/— 

CH 還が ボタンと組み合わせてレべ>1レを調 
整します。 

音量 +/— 

音量を調節します。 

5 チューナ_/化機器操作/設定ボタン 

下のボタン操作はマルチ コント□ー ルボタン 
で操作する機器を選択したあとに操作できます。 

ワンタッチダビング 
(シフト+トップメニュー） 

HDD / DVD レコーダーで、 DVD から HDD 
(八ードディスク）へ、 HDD から DVD へ 
ワンタッチでダビングします。 

AV 調壁 

AV 調整機能でサラウンド効果の設定など 
を行います。 

トップメニュ ー 

DVD ディスクのトップメニューを表示します。 

番組表 

衛星放送などの番組表を表示します。 

設定 

本機のシステムセットアップになります。 

戻る 

本機のシステムセットアップで]つ前の画 
面に戻ります。 

T.EDIT 

チューナー操作で、放送局を記憶させたり、 
名前をつけたりします。 

メニュ ー 

DVD やテレビなどのメニュー画面を表示 
します。 

CH +/- 

(シフト + T . EDIT / シフト+房る） 

HDD / DVD レコーダーでチヤンネルを選択 
します。 


巨パー （ TUNE ♦ル ST ◄-/-►) /ミ夫定 

本機のシステムセットアップ、または各種メ 
ニュー操作に使用します。また、 TUNEt / 4^ 

はラジオの放送局を合わせるために、 ST 4-/-^ 
は記憶した放送局の呼び出しに使用します。 

7他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作はマルチコント□ール 
で操作する機器を選択してから行います。 

1；(下の DVD または DVD レコーダーの操作は 
シフトを 押しなびら行います。 

き幕 

ディスクに収録された字幕を選びます。 

音声 

ディスクに収録された音声を選びます。 

録画 

DVD または HDD に録画します。 

録画停止 

録画を停止します。 

HDD、DVD 

HDD/DVD レコーダーで 、 DVD と HDD 
の操作を切り換えます。 

ジュークボックス 

ジュークボックス機能を使用します。 

8数字ボタン/チューナーボタン/アンプ操 
作ボタン 

数を ボタンは、チューナー操作で周波数を入力 
したり、 CD や DVD などのトラック番号など 
を選択します。 

巧定 ( DISC ) ボタンは、入力されたテレビの 
チャンネルなどを決定します。また、 CD チェ 
ンジャーなどではディスクを選択します。 

下のチューナーの操作は シフトを 巧しなびら 
行います。 

チューナー表巧 

ディスプレイに表示されている内容を切り 
換えます。 

クラス 

放送局を記憶する3つのクラスを切り換え 
ます。 
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MPX 

FM 放送の受信でステレオとモノラルを切 
り換えます。受信する電波び弱いとさにモ 
ノラルに切り換えると音声び聴さ取りやす 
くなります。 

□.ACCESS 

数字 ボタンを使って周波数を直接入力する 
とさに使用します。 

のアンプ操作は AV アンプを 押してから行 
います。 

ミッドナイト 

ミッドナイト機能またはラウドネス機能を 
選択します （34 ページ）。 

アナログ ATT 

インプットアッテネーターを日 N / 日 FF します。 

ディマー 

フ□ン トノ くネル表示部の明るさを4段階で 
切り換えます。 

ス U — プ 

ス U —プタイマーを設定します。設定時間 
は3日分、6日分、9日分の中から選びま 
す。設定後に スリープ ボタンを押すことで 
タイマーの経過時間を確認することびでさ 
ます。 

音声切換 

入力信号を選択します （33 ページ)。 

SR + (MS 乂み、 SM のお) 

SR + の連動モードを日 N / 日 FF します。 

iPod CTRL 

iPod の操作を本機側と iPod 側とで切り 
換えます。 

g ぞ祖眉串 B 

衛星放送などで、番組情報を表示します。 

10シフト 

四角で囲まれたボタン（たとえば 应^ など） 
は シフト ボタンを巧しなびら操作します。 

11入力機器6 

本機に接続した他機器の電源を入/切します。 


12 AV アンプ 

U モコンを本機の操作モードに切り換えます。 
システムセットアップなどを行うとさに使用し 
ます。 

13 テレビコント□—ル 

マルチコント□ールの テレビ操作 ボタンに割り 
当てられたテレビを操作します。 

TV 6 

テレビの電源を入/切します。 

入力切換 

テレビの映像入力を切り換えます。 

チヤンネル +/- 

チヤンネ>1レを切り換えます。 

音量 +/— 

テレビの音量を調節します。 

リモコンの操作節囲 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコンを 
フ□ントパネルの U モコン信号受光部に向けて 
<ださい。 

- U モコンと本機との間に障害物びあったり、 
U モコン受光部との角度び悪いと操作でさ 
ない場合びあります。 

- U モコン受光部に直射曰光や堂光灯などの強 
い光び当たると誤動作することびあります。 

-赤外線を出す機器の近くで本機を使用した 
り、赤外線を利用した他の U モコンを使用す 
ると、本機び誤動作することびあります。逆 
に本機の U モコンを操作すると、他の機器を 
誤動作させることをあります。 
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フロントパネル 



1 6 STANDBY/ON 

2 INPUT SELECTOR ダィヤル 

再生する入力機器を選びます。 

3 入カフアンクシヨン切り換えボタン 

再生する入力機器を選びます。 

4 Digital Precision Processing インジ 

ケーター ( MS 乂み側の祝 
デジタル信号を処理しているとさに点灯します。 

5 ディスプレイ 

「ディスプレイ」に6ぺージ）をご覽ください。 


巨 MCACC インジケーター 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ を 
ON にしているときに点灯します （39 ぺージ)。 
(Auto MCACC 設定 （6 ぺージ）またはア 
コースティックキヤ U ブレーシヨン EQ を自動 
で設定 （39 ぺージ）したあとは、アコース 
ティックキヤ U ブレーシヨン EQ は自動的に 
ALL CH ADJUST に設定されます。） 

7 MASTER VOLUME ダイヤル 

8 VIDEO / AUDIO 入力端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続することび 
でさます （17 ぺージ)。 

9 iPod DIRECT USB 入力端子 

iPod またはマスストレージクラスに対応した 
USB メモ U —を接続して再生することびでき 
ます（已日、已2ページ)。 


各部の名赖 
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10 MCACC PORTABLE 端モ 

付属のセットアップ用マイクを接続します （6 
ページ)。また、ステレオミニジャックを使用 
してポータブレ再生機器などを接続することび 
でさます （17 ぺージ)。 

11 PHONES 端子 

へッドホンを接続します。へッドホンび接続され 
ているとさは、 スピーカーからは 音び出ません。 

12 ST+/- 

ラジオ放送の記憶させた放送局を選択します。 

13 TUNE +/- 

ラジオ放送の周波数を選択します。 

14 SOUND RETRIEVER 

ヴウンドレト U バー機能の日 N / 日 FF を切り換 
えます （3] ページ)。 

1 已 VSB MODE 

パーチャルサラウンドバックモードの日 N /0 FF 
を切り換えます （32 ページ）。 

16 SPEAKERS 

スピーカーシステムを切り換えます （2] ページ)。 


17 SIGNAL SELECT 

入力信号を選択します （33 ページ)。 

18 PHASE CONTROL 

PHASE CONTROL モードの ON/OFF を切り 
換えます （9 ページ)。 

19 ACOUSTIC EQ 

アコースティックキヤ U ブレーシ ヨン EQ を選 
択します（32、39ページ)。 

20 U スニングモードボタン 

AUTO SURR/STREAM DIRECT 

オートサラウンド再生 （29 ページ）とダイ 
レクト再生 （31 ぺージ）を切り換えます。 

STEREO/A.LC. 

ステレオ再生およびオートレべルコント 
□-ルモード （3 日ぺージ）、フ□ントサラ 
ウンド•アドバンス再生を切り換えます 
(31 ぺージ）。 

STANDARD 

サラウンドモードの Dolby Pro Lo 呂 ic の 
各モードを切り換えますに9ページ)。 

ADVANCED SURROUND 

アドノくンスドサラウンドモードを切り換え 
ます （3 日ぺージ)。 


ディスプレイ 

1 2 34已巨 7891011 


12 131415161718 19 20 


1 SIGNAL SELECT インジケーター 

再生している機器の入力信号の種類び点灯します。 

AUTO 

入力信号の切り換えび AUTO のとさに点 
灯します （33 ページ)。 


DIGITAL 

デジタル音声信号び入力されているとさに 
点灯します。 

□□ DIGITAL 

ドルビーデジタル信号び入力されていると 
きに点打します。 
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^ る部©名荷; 


ANALOG 

アナ□グ信号び入力されているとさに点好 
します。 

DTS 

DTS 信号び入力されているときに点灯し 
ます。 

MPEG 

MPEG-2 AAC 信号び入力されているとさ 
に点好します。 

2 r r 口 

DTS マルチチャンネル信号をデコードしている 
ときに点好します。 

3 □□ DIGITAL 

Dolby Digital マルチチャンネル信号をデコード 
しているときに点灯します。 

4 □□ PRO LOGIC II 

ドルビープ□□ジックII処理をしているとさに 
点灯します。詳しくは「サラウンドで再生する」 
(29 ぺージ）をご覧ください。 

已 V 旧 . SB 

バーチャルサラウンドバック処理時に点打します 
(3S ぺージ)。 

巨 DIRECT 

ダイレクト再生時に点灯します。ダイレクト再 
生時はトーンコント□ールなどの機能び無効に 
なり、入力音声の音源を忠実に再生します 
(31 ぺージ)。 

7 AUTO SURR. 

オートサラウンドモード選択時に点灯します。 
詳しくは「才ートサラウンドで再生する」に9 
ページ）をご覽ください。 

8 ATT 

インプットアッテネーター機能び選ばれている 
ときに点好します。 


10 チューナーインジケーター 

丫|，） 

ラジオ放送を受信しているとさに点灯します。 

0 (MONO インジケーター） 

MPX ボタンを押してモノラル受信に設定 
しているときに点好します （47 ページ)。 

GD (STEREO インジケーター） 

ステレオで受信しているとさに点なします。 

11 スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムび点好 
しますに]ページ)。 

12 キャラクター表巧部 

13 ADV.SURR. ( アドバンスドサラウンド） 

アドバンスドサラウンドモードに i ミ定されてい 
るときに点灯します （3 日ぺージ)。 

14 MPEG 

MPEG-2 AAC マルチチャンネル信号をデコー 
ドしているときに点打します。 

1 已 WMA9 Pro 

WMA9 Pro 信号をデコードしているとさに点な 
します。 

16 MIDNIGHT 

ミッドナイト機能を使用しているときに点灯し 
ます （34 ぺージ)。 

17 D.E. 

ダイア□グエンノ Vンスメント機能を使用してい 
るときに点灯します （3 己ぺージ)。 

18 LOUDNESS 

ラウドネス機能を使用しているとさに点打します 
(34 ぺージ)。 

19 音量表示 


各部の名赖 


9 SLEEP 

ス U —プタイマー設定時に点灯しますに4 
ぺージ）。 





r き部のち祿 


) 


HDMI インジケーター 


20 アコースティックキャリブレーシヨン EQ/ 
サウンドレトリ八一 /HDMI インジケーター 

アコースティックキャ U ブレーシ ヨン EQ の各 
チャンネルの周波数特性を表示します。詳し<は 
「補正カーブを確認する」 （41 ページ）をご覽く 
ださい。また、サウンドレト IJ バー機能び日 N の 
ときは [L] と [R] び点好します （3] ページ)。 
VSX - 918 V のみ； HDMI 接続の状態を下の 
よつ(し表 TJX します。 

HDMI 対応機器を接続中に点滅し、機器び接続 
されると点灯します。 


MPEG-g AAC 

MPEG-2 才ーデイオの標準ち式の一つで、 BS 
デジタルや地上デジタル放送で採用されている 
音声符号化規格です。高圧縮率なびら高音質を 
確保でさる点び特長で、番組内容によりマルチ 
チヤンネル設定び可能なフォーマツトです。 

米国におけるパテントナンバー 
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こ機器の再生 


第 5 章： 

機器の再生 


^重要 

• PCM 88.2 kHz/96 kHz や DTS 96 kHz 
(24 bit)、WMA9 Pro などの音声信号び入 
力された場合、選択することびでさない機 
能びあります。 


オートサラウンドで巧生する 

AUTO SURROUND モードは、本機のさまざ 
まな音声再生モードのなかで最も簡単に最適な 
再生ち式を選択します。再生している音声信号 
を本機び自動で検出して、マルチチャンネルや 
ステレオなど最適な再生ち法を選択します。1 


mRECT 

PHASE 
〇 

• 再を中に、 AUTO/DIRECT 

フ□ントパネル表示部に AUTOSURR. と表示 
されるまで、繰り返し巧してください。次にこ 
のモードび自動選択したデコード名称または音 
声フオーマット名称び表示されます。どの 
フオーマットび選ばれたかは、フ□ントパネル 
のデジタルフオーマットインジケーターを確認 
してくださいに6ぺージ)。 


$4 丄 .C. I/ STANDARD ADVSURR 
000 
ACOeUqST にダイアログ レサな巳 

000 


サラウンドで巧生ずる 

本機は、すべての音声をサラウンド再生するこ 
とびでさます。ただし、スピーカーの設定や入 
力信号の種類によって、選択でさるサラウンド 
再生の種類は異なります。3 


DIRECT ん LC. STANDARD ADV SURR 


忌窗。 • 


〇〇〇 




• 再を中に、 STANDARD を巧す。 

Dolby Digital や DTS、 ドルビーサラウンドな 
どのフオーマットで圧縮された信号について 
は、適切なデコード形式び自動的に選ばれ、表 
示部に名称び表示されます。 

ステレオ2 ch 音声信号のとさは、 STANDARD 
ボタンを押してじ(下のモードを選択でさます。 

• Pro Logic II MOVIE —最大己1 ch ヴ 

ラウンドで、映画に適しています。 

• Pro Logic II MUS に 4 -最大己1 ch ヴ 

ラウンドで、音楽に適しています。 

• Pro Logic II GAME -最大己.1 ch サラ 

ウンドで、ゲームに適しています。 

• Pro LOGIC - 4.1ch サラウンドです 
(サラウンドスピーカーからの音声はモノラ 
ルです）。 


因メモ 

1-ステレオ2かの（マト U ックス）サラウンドフォーマットは、 □□ Pro Logic II MOVIE でデコードされます（詳し 
くは「サラウンドで再生する」（上記）をご覧ください)。 

-へッドホンを接続したときや、 DVD 已 .1 ch 入力を選択すると AUTO SURROUND モードは解除されます。 

2ダイレクト再生機能を選択することびできます。詳しくは、「ダイレクト再生機能を使う」 （3] ページ）をご覧ください。 
3スピーカーの設定 （42 ぺージ）でフ□ントスピーカーじ(外を N 0に設定した場合は、フ□ントパネル表示部に 2 CH IN 
と表示され、サラウンド音声は出力されません。 

4皿 Pro Logic II MUS にモードでステレオ2 ch 音声を聴いている場合 、 C WIDTH DIMEN .、 PNRM . の3つの項目 

を調整できます。詳しくは 「 AV 調整機能を使う」 （34 ページ）をご覽ください。 



















ADVANCED SURROUND モードの 

効果を使 5 

ADVANCED SURROUND モードでは、音に 
さまざまなサラウンド効果を加えます。お巧み 
に応じてじ(下のモードを選択します。 

mRECT S でご〇〇 / STANDARD ADVSURR 

000鎌 

… ASE ACOeUqST にダィァ□グレサな(卜_ 

- ADV SURR を巧してアドバンスドサラウン 
ドモードを選択する。 

• ACTION ー アクション映画などをダイナ 
ミックに再生します。 

• DRAMA —映画などのセ U フを明瞭に再生 
します。 

• MONO 円 LM- モノラル音声の映画をサラ 
ウンド再生します。 

• ENT. SHOW— ミュージカルなどの音楽系 
ソースに適したモードです。 

• EXPANDED -ステレオ2 ch 音声をマル 
チチヤンネルのサラウンド音声に変えて再 
生します 。 C 

• TV SURR.- モノラル/ステレオ音声のテ 
レビ放送などをサラウンド再生します。 

• ADV. GAME —テレビゲームに適した モー 
ドです。 

• SPORTS -スポーツ番組に適したモード 
です。 

• ROCK/POP - コンサートホールのような 
臨場感で再生します。 

• UNPLUGED - アコースティック音楽系 
ソースに適したモードです。 

• X-STEREO -ステレオ2 ch 音声をマルチ 
チヤンネル音声にして、すべてのスピー 
カーを使って再生します。 

• PHONESUR. -へッドホンで聴いていると 
さ、サラウンド効果を与えます。 


ステレオで巧生する 

STEREO を選択した場合、すべての信号を2 ch 
馈定によってはサブウーファーからも出力し、最 
大 2.1 ch ) で再生します。 

Dolby Di 呂 ital や DTS などのマルチチヤンネル 
信号はステレオ音声にダウンミックスされます。 
A . LC . (才ートレべルコント□-ル）を選択す 
ると、ポータブルデジタルオーディオプレーヤー 
などに録音された音楽ソースごとの音量差を、本 
機で自動的に均一にしてステレオ再生します。 


DIRECT A.L.C. STANDARD ADV SURR 

O 参00 

PHASE ACOeUqSTIC ダィアログレサな ^>1 

0000 

• 再を中に、 STEREO / A 丄 . C . 对甲してステレ 
才再をモードを 選ぶ。 

巧すたびに次のよラに切り換わります。 

• STEREO — システムセットアップやミッド 
ナイト/ラウドネス機能、トーンコント□一 
ルなどび反映されたステレオ再生を行います。 

• A . L . C .— 才ートレべルコント □ —ルモード 
で再生します。 

• F . S . S.FOCUS - 「フ□ントサラウンド- 

ア ドバンス機能を使う」 をご覽ください。 

• F . S . S . WIDE - 「フ□ントサラウンド•ア 
ドバンス機能を使う」をご覽ください。 


0 メモ 

1-ヘッドホンを接続しているときに ADVSURR を巧した場合は、自動的に PHONESUR. に切り換わります。 

- ADVANCED SURROUND モードを選択しているときは、 EFFECT 設定を調整して効まのレベルを調整することび 
できます。詳しくは 「 AV 調整機能を使う」 （34 ページ）をご覧ください。 

2ドルビーサラウンドや2 ch 収録されているソースに効果的です。 STANDARD モードよりも広びりのある音場を実現し 
ます。 






















〔機器の再生 


フ□ント左 


フ□ントち 



フロントサラウンド•アドバンス 
機能を巧う 

フ□ントサラウンド•アドバンスモードは、左 
ちのフ□ン h スピーカーとサブウーファーだけ 
で自然なサラウンド再生を行います。 


DIRECT A.LC. STANDARD ADVSURR 

〇鎌〇〇 

… ASE AeDEUQSTie ダイアログ 

0000 


• 再を中に、 STEREO/A 丄 .C. を巧してフ□ン 
トサラウンド • アドバンスモードを選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 

• STEREO - 「ステレオで再生する」 （3 日 
ページ）をご覽ください。 

• A.LC. -「ステレオで再生する」 (30 
ページ）をご覽ください。 

• F.S.S.FOCUS -臨場感のある自然なサラ 
ウンド効果び得られます。フ□ントスピー 
カーから等距離の直線上（前後は移動可能） 
で視聴してください。 

• F.S.S.WIDE - FOCUS モードよりも横に 
広い範囲でサラウンド効果び得られます。 

お二人で横に並んで視聴するとさに便利で 
す。1 

FOCUS (おずすめ） WIDE 


ダイレクト巧生機能を巧う 

ダイレクト再生機能を使用すると、入力信号を 
加工せずにソースに忠実な再生を行います。 


DIRECT A.LC. STANDARD ADV SURR 

鎌000 

… ASE ACOe も ST にタイア□グレサ疏卜 1 

0000 


• 再を中に、 AUTO/D 旧 ECT を巧してダイレ 
クト再を機能を還ぶ。 

押すたびに次のよラに切り換わります。 

• AUTOSURR. - 「オートサラウンドで再 
生する」に9ぺージ）をご覽ください。 

• DIRECT -スピーカーに関するシステム 
セットアップ設定（スピーカーの設定、ス 
ピーカー出カレベル、スピーカーまでの距 
離）とデュアルモノラル音声の設定および 

C WIDTH 、 DIMEN. 、 PNRM. の設定のみ 

反映して再生します。入力信号び忠実に再 
生されます。また、入力信号びアナ□グ信 
号の場合はスピーカー出カレベルの設定の 
み反映され、それ！;(外のすべてのデジタル 
処理は無効となります。 


サウンドレトリバー機能を巧う 

MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 
除されてしまラ部分び発生します。サウンドレ 
卜 U パー機能では、 DSP 処理によってその削 
除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑 
揚感を向上させます。2 


DIRECT A.LC. STANDARD ADV SURR 
0000 
… ASE *呼〇訂にダィァログレサな巳 

0004 i 


- サウンドレトリバーを巧して、サウンドレト 
リバー機能の ON 、 OFF を還がする。 


◎ メモ 

1 F . S . S . WIDE モードを選択するときは、 Au 怕 MCACC 設定 （6 ぺージ）を行うことでより自然なサラウンド効果び得ら 
れます。 

2サウンドレト U バー機能は2 ch の音声信号にのみ有効です。 


;晏) 

i^n. 

去 






























アコースティックキヤ u ブレーシヨン 
EQ (周液数!(き性の補正）を選択ずる 

-工場出荷時の設定： EQ OFF 
(Auto MCACC またはアコースティック 
キヤ U ブレーシヨン EQ の自動設定を行った 
ときは自動的に ALL CH に設定されます） 
「 Aut 日 MCACC で自動設定する」 （6 ページ） 

や「アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 機 
能を設定する」 （39 ページ）で設定された周波 
数特性の補正の種類を選びます。アコースティッ 
クキヤ U ブレーシヨン EQ について、詳しくはそ 
れぞれのページをご覧ください。 


STANDARD ADVSURR 


端齡 S 熙ぴ__ 

0000 

タィァ□クレサ離 


PHASE ACOeUqST にタィァ□クふ'が_ 
〇*〇〇 


• 再を中に、 ACOUST に EQ を巧して捕正夕 
イプを還がする。 

押すたびに次のよラに切り換わります。 

• ALLCH -スピーカーシステム全体をフ 
ラットに補正した周波数特性です。 


• F. ALIGN -スピーカーシステム全体をフ〇 
ントチヤンネルの周波数特性に合わせます。 


• CUSTOM 1/2 -上記2つの補正タイプを 
お好みに調整した周波数特性です（「補正 
カーブを保をする」 （39 ページ）や「自動 
測定された補正カーブを手動調整する」 

(4 日ぺージ）で 「 C 1」、 rc 2」 と表示され 
ます)。 

• EQ OFF - 補正を行いません。 

ALLCH 、 F . ALIGN、CUSTOM ]/S を選択し 
たとさはフ□ントパネルの MCACC インジ 
ケーターび点灯します J 


パーチヤルサラウンドパックモード 
を選択ずる 

仮想のサラウンドバックチヤンネ>1レ音声を創り 
出すモードです。入力信号の種類や U スニング 
モードの選択によっては、効果び出ない場合び 
あります。2 



• フロントパネルの VSB MODE を巧してバー 
チヤルサラウンドパックモードを設定する。 

巧すたびに次のように切り換わります。 

• VSBON- U スニングモードによって、仮 
想のサラウンドバックチヤンネ>1レ音声を創 
り出します。 


• VSB OFF — 仮想のサラウンドバックチヤ 
ンネル音声を創り出しません。 


因メモ 

1 DVD 已 .1 ch 入力や D 旧 ECT 再生機能のとき、 WMA 9 Pro 信号を入力しているときは使用できません。また、ヘッドホ 
ンを接続しているとさは効果びありません。 

2 •ヘッドホンを接続しているときや、 STEREO モード、 D 旧 ECT モード、才ートレべルコント□-ルモード、フ□ントサ 
ラウンド.アドバンスモードのときは効果びありません。また、サラウンドスピーカーを N 0に設定しているとき（「ス 
ピーカーの設定を行う」 （42 ページ）参照）は、バーチャルサラウンドバックモードを選択することはできません。 

-サラウンドチャンネルの効まびないソースでは、バーチャルサラウンドバックモードの効まを得ることはでさません。 






























〔機器の再生 


他機巧を巧生する 

1 再をしたい機器の電源を入れる。 

2 本機の電源を入れる。 

3 再をしたい機器の入力を選がする。 

マルチコントロール ボタン（または 入力切換 ボ 
タン）を使用します。 

4 手順 1 の機器を再をする。 


入力信号を選択する 

-工場出荷時の設定： AUTO 
入力信号の選択には、デジタル接続とアナ□グ 
接続の両方び必要です 。I 

- AV アンプを巧してか 6 音声切換を巧して、 
接続している機器の入力信号を選がする 2 。 

押すたびに次のように切り換わります。 

• AUTO-HDMI (MS 乂のお)、 
DIGITAL ANALOG の順に優先して、自 
動的に入力を選択します。 

• HDMI ( VSX -918 V のみ ) -HDMI 入力を 
選択します。 

• DVD 已 .Ich — DVD 入力のとさのみマル 
チチヤンネルアナ□グ入力を選択します 
(ち記)。 

• ANALOG — アナ□グ入力を選択します。 

• DIGITAL — デジタル入力を選択します。 


DIGITAL または AUTO に設定した場合、 

Dolby Digital 信号び入力されると □□ 

D に tAL インジケーターび点灯します。また 
DTS 信号び入力されると DTS インジケーター 
び点灯します。 

HDMI に設定した場合、 ANALOG および 
DIGITAL インジケーターびともに消打します 
( VSX -918 V のみ)。 


7ルチチヤンネルアナ□グ入力を 
巧生する 

DVD 5.1 CH INPUT 端テに接続した機器の各 
チヤンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のま 
ま忠実に高 SN 比で再生します。再生するとさ 
は本機の入力を DVD 己1 ch にします。接続に 
ついては「マルチチヤンネルアナ□グ機器を接 
続する」 （12 ページ）をご覧ください。3 

1 DVD を } 甲す。 

2 AV アンプを巧してか 6 音声切換を巧して 
DVD 已 .1ch を選がする 2 。 

ディスプレイに DVD 己 Ich と表示され 
ANALOG インジケーターび点灯します。 


フロント音声入力を再生ずる 

フ□ントパネルの MCACC PORTABLE 端テ 

に接続した機器を再生するとさは、本機の入力 
を PORTABLE にします。 

• PORTABLE (シフト + iPod USB) を巧す。 
フ□ントパネルの VIDEO/PORTABLE でも選 

択でさます。 


因メモ 

1•本機で再生できるデジタル信号の形式は 、 Dolby Digital、PCM (32 kHz 〜96 kHz ) 、 DTS 、 MPEG -2 AAC および 
WMA 9 Pro です。その他のデジタル信号のとさは、 ANALOG を選択してください。 

- ANALOG を選択した状態で DTS 対応の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生すると、デジタルノイズび発生する 
ことびあります。この場合、入力信号は DIGITAL を選択してください。 

- DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力でさないなど、再生でさるデジタル信号に制限びあります。詳しくは 
DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

2フ□ントパネルの SIGNAL SELECT ボタンで操作することをでさます。 

3マルチチヤンネルアナ□グ入力の再生時は、音量とチヤンネルレベルのみ調整することびでさ、すべての U スニングモー 
ドとサラウンド機能は使用することびできなくなります。 





AV 調整機能を巧う 

AV 調整機能でサラウンド効果の設定びでさる 
項目をじ(下に説明します。 

^重要 

- AV 調整機能は、 音声切換 ボタンで 
DVD 5.1ch 入力を選択しているとさは使 
用でさません。 

-入力音声信号の種類や本機の設定の状態に 
よっては、 AV 調整機能の表示されない項目 
びあります。 



1 リモコンの AV アンプを巧してか 6、 AV 
調壁を } 甲す。 

本機の設定や選択されているモードによっては 
項目び表示されないことびあります。表の下の 
を記をご確認ください。 


2 t/4 ボタンで調壁したい項目を選ぶ。 

各項目で調整でさる内容は1；(下の表のとおりで 
す。選択項目の初期値は 太を で示しています。 


3 化要に応じて、ボタンで設定を選ぶ。 


1設定項目 

内容 

選択項目 1 

MIDNIGHT (ミツ ドナ イト ） ' 

a / 三ッドナイト機能は、サラウンド音声の映画をル音量で見ると 

M/L OFF 

LOUDNESS (ラウドネス）： 

3さに効果的です。音量によってその効果は調整されます。 

ラウドネス機能は、音楽を聴くとさにル音量でち低域、高域の. 
レベルを自然に調整して聴さやすくします。 

MIDNIGHT 


LOUDNESS 

BASS 他音） b 

再生している音の低音や高音を調整します。 

-目〜+目（服） 
初期値： 0 ( dB ) 

TREBLE 搞音） b 


-目〜+目（犯） 
初期値： 0 ( dB ) 

C WIDTH (センター幅） c センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに振り分 
(センタースピーカーを使用しけて、音の調和をちたらします。0はセンタースピーカーから 
ているとさのみ有効です） のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを左ちの 

フ□ントスピーカーに振り分けます。 

〇〜7 
初期値： 3 

DIMEN. (ディメンション） 

C U スニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音 
場を強くするかを調整することで広びりのある音場を創り出す 
ことびでさます。+3は前方の音場び強くなり、 -3 は後方の 
音場び強くなります。 

-3 〜+3 
初期値： 0 

PNRM. ( パノラマ ） G 

前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチャンネル 
につなげるよラなサラウンド効果を加えます。正確な定位より 
を雰囲気を楽しむための機能です。 

OFF 


ON 

EFFECT (エフェクト） 

ADVANCED SURROUND モードを選んだ'とさの効果レべ J レ 
を設定します。（各モードで別々に設定することびでさます。） 

10〜90 
初期値： 70 
( X - STERE 日選択 
時の初期値は 90) 
































〔機器の再生 


1設定項目 

内容 選択項目 1 

デュアルモノラル d 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号をデュア 
ルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル信号び 
入力されたとさに再生する音声を選択することびでさます。 
デュアルモノラル信号はあまりをくはありませんび、目 S デジ 
タル放送 （ MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送や音声 
多重放送で使用されています。 

• chi - チャンネル1の音声のみを再生します。 

• ch 2 -チャンネル2の音声のみを再生します。 

• Lchl . Rch 2 -両方のチャンネルの音声をフ□ントスピー 
力一から再生します。 

chi 

ch 2 

Lchl . Rch 2 

DRC (ダイナミックレンジコ 
ント□-ル） 

ドルビーデジタルや DTS で収録された映画の音声について、 
ダイナ三ックレンジの圧縮量を選択します。音量を下げてサラ 
ウンドを楽しむとさでち、微少な音び聞さ取りやすくなります。 

- OFF - ダイナ三ックレンジを圧縮しません（音量び大さ 
いとさは、日 FF にすることをお勧めします）。 

- MAX — ダイナ三ックレンジを最大に圧縮します（大さな 
音を減少させて、ルさな音を増大させます)。 

• MID —ダイナ三ックレンジを多少圧縮します。 

OFF 

MAX 

MID 

ダイア□グエン八ンスメント e 

音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセ U フや音楽の 
ボーカルを際立たせ、より聞さ取りやすい音にします。 

OFF 

ON 

DELAY (サウンドディレイ） 
( VSX -918 V のみ) 

DVD ソフトなどで、映像の動さの方びセ U フなどの音声より 
遅れている場を、音声全体を遅らせることで、映像の動さと音 
声とを合わせることびでさます。 

0.0 〜目 .0 フレーム 
(0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

1/3日秒 ( NTSC )) 

LFEATT ( LFE アッテネーター) 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超低域音声成分） 

び含まれていることびあります。 LFE レベルび大さくて、ス 
ピーカーからの音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルを 
アッテネート（減衰）します。 

• LFEATTO -収録されているレベルのまま再生します 
(通常はこの設定をお勧めします）。 

• LFEATT 10 — LFE レベルを10 d 目アッテネート（減 
養）します。 

• LFEATT ** — LFE 音声を出力しません。 

LFEATTO 

LFEATT 10 

LFEATT ** 

HDMI 

( VSX -918 V のみ) 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかを設定 
します。 「 THRU 」 に設定したときは本機からは音び出なくな 
ります。 

• AMP - 本機に接続したスピーカーで再生 

• THRU - HDMI 日 UT と接続したテレビ（フラットテレ 
ビなど）で再生 

AMP 

THRU 


a . ミツドナイト/ラウドネス機能は、ミツドナイトボタンで調整することをできます。 


b . 低音/高音の調整は、 STERE 日モード、オートレベルコント□-ルモード、フ□ントサラウンド•アドバンスモードの 
とさのみ使用でさます。 

C. □□Pro Logic II MUSIC モードでステレオ2 ch 音声を入力しているとさのみ使用でさます。 

d . デュアルモノラルの設定は、 HDD / DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについてはドルビーデジタル音声か 
DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたをののみ有効です。 

e . ダイア□グエン八ンスメント機能は、ダイア□グボタンで調整することちできます。 




















(システムセツトアップ設定 




第目章： 

システムセットアップ設定 


システムセットアップで本機の 
設定をする 

本機の詳細な設定のしかたを説明します。ま 
た、それぞれのスピーカーをお好みで調整する 
方法ち説明します。 


1本機とテレビの電源を入れる。 

AV アンプむ ボタンを押して、本機の電源を入 
れます。 

2 AV アンプボタンを}甲してか5、設定ボタン 
を巧す。 

テレビにシステムセットアップ画面び表示され 
ます。 

U モコンの \I\IW 今 とみ 定 ボタンを使つ 
て、操作項目を選びます。 

前の画面に戻るには、 房る ボタンを巧します。 

3調壁したいシステムセットアップ頂目を選 
んで設定を行ラ。1 


System Setup 

2. Manual MCACC 

3. Manual SP Seti 
4.Input Assign 

5.Other Setup 


• Auto MCACC -ヴラウンドの自動設定で 
す。簡単に高精度な設定を行ラことびでさ 
ます。詳しくは 「Auto MCACC で自動設 
定する」 （6 ページ）をご覽ください。 

• Manual MCACC -ヴラウンドの詳細な設 

定やアコースティック EQ の設定を手動で 
調整することびでさます。詳しくは「手動 
で MCACC の設定をする (Manual 
MCACC )」（37 ぺージ）をご覽ください。 

• Manual SP Setup - 接続しているスピー 
力一の大ささ、 数、 距離と全体的な音のバ 
ランスを設定します。詳しくは r 聴感によ 
るスピーカーの設定を行う (Manual SP 
Setup)J (41 ぺージ）をご覧ください。 

• I 叩 ut Assign - デジタル入力端テや D ビ 
デオ映像入力端テに機器を接続するとさに 
設定します。詳しくは「入力に関する設定 
を行う （Input Assign )」（44 ぺージ）を 
ご覧ください。 

• Other Setup (VSX-9'18V のみ）一 SR + 
について設定します。詳しくは「その他の 
設定を行う （Other Setup )」（4 目ぺージ） 
をご覽ください。 

4設定ボタンを巧してシステムセットアップ 
をお了する。 

戻る ボタンを数回巧すことでもシステムセット 
アップを終了でさます。 




I D お EC; 5* 丄 .(：.-。 STANDARD ADVSURR | 


• 上記画面の 「Other Setup 」 び表示される 
のは VSX -9 1 8 V のみです。 


因メモ 

1 • PORTABLE 入力のときは、システムセットアップ設定を行うことびできません。 
-設定ボタンを押すことで、いつでも設定を終了することびでさます。 























〔システムセツトアップ設定 


手動で MCACC の設定をずる 
(Manual MCACC ) 

サラウンドの設定をより詳細に調整したいとき 
は手動 MCACC でお好みに合わせた調整を行 
うことびでさます。ここで手動設定を行ラ前 
に 、 「Auto MCACC で自動設定する」 （6 ペー 
ジ）で Auto MCACC を行ってください。 
ここで一度調整を行った場合、再度調整する必 
要はありません。ただし、スピーカーの位置を 
変更したり、新しいスピーカーに変更したとさ 
は再度調整してください。 

^重要 

• 手動 MCACC ではセットアップ用マイクび 
必要な設定びあります。その場合は、マイ 
クをフ□ントパネルに接続し、視聴位置で 
耳の高さになるよラ設置します。詳しくは 
「Auto MCACC で自動設定する」 （6 ぺ一 
ジ）をご覽ください。また、マイクを使っ 
た測定時の騒音や干渉については 「Auto 
MCACC 設定時におけるその他の問題」 （8 
ページ）をご覽ください。 

-サブウーファーを使用しているとさは、電 
源を入れて音量を適度に上げておいてくだ 
さい。 

1システムセットアップ画面の中か6 
[Manual MCACCJ を選}尺する。 

システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （36 ページ）をご覽ください。 



• Fine Ch Level - スピーカーシステム全体 
の音のバランスを詳細に調整します。「ス 
ピーカー出カレベルを詳細に設定する」（下 
記）をご覽ください。 

• Fine SP Distance -备スピーカーまでの 
距離を詳細に調整します。「スピーカーまでの 
距離を詳細に設定する」 （38 ページ）をご覧 
<ださい。 

下の己つの設定項目については、アコース 
ティツクキヤ U ブレーシヨン EQ に関する項目 
です。 

• EQ AUTO Setting - 部屋の音響特性を測 

定し、スピーカーシステム全体の周波数バ 
ランスを自動で調整します。「アコース 
ティツクキヤ U ブレーシ ヨン EQ を自動で 
設定する」 （39 ページ）をご覧ください。 

• EQDataC 叩 y — アコーステイツク EQ の 
内容を手動で調整するために設定内容を別 
に保をします。「補正カーブを保存する」 
(39 ぺージ）をご覧ください。 

• EQ CUSTOM 1/2 Adjust -アコース 

ティツク EQ の内容を手動で詳細に調整し 
ます。「自動測定された補正カーブを手動調 
整する」 （4 日ページ）をご覽ください。 

• EQ Data Check - ALL CH ADJUST や 
FRONT ALIGN で補正された設定値や手動 
調整した設定値をディスプレイで確認しま 
す。「補正カーブを確認する」 （4] ページ） 
をご覽ください。 

スピーカー出カレベルを詳細に設定する 

• 工場出荷時の設定： 0 dB (すべてのスピー 
力一） 

スピーカーシステム全体の音のバランスを適正 
に調整することで、より良いサラウンド効果を 
をたらします。「スピーカーの設定を行う」 

(42 ページ）ではでさないよラな詳細な調整を 
行ラことびでさます。 


2 t /4 ボタンを巧して調壁したい設定項目を 
選んで、ミ夫定を巧す。 

1；(下の設定をはじめて行うとさは、上から順番 
に項目を選択することをお勧めします。 













(システムセツトアップ設定 




1 Manual MCACC の設定項目か6 FFine 
加 LevelJ を選がする。 

音量び自動的に 一13 dB まで上びり、大きな音 
でテスト!-ーンび出力されます。フ□ント左ス 
ピーカーはスピーカー システム全体の基準値と 
なるため、固定されており調整することはでき 
ません。 


2.Manual MCACC 


2a.Fine Channel Level 

b. Fine SP Distance 

c. EQ AUTO Setting 


Please Wait ... 20 

d. EQ Data Copy 

e. EQ CUSTOM1 Adjust 
f .EQ CUSTOM2 Adjust 


Caution! 


Loud test tones 

g.EQ Data Check 

±) : Return 


will be output. 

±) : Cancel 


2 ta ボタンで調壁したいスピーカーを選ん 
で、如/- ► ボタンで出カレベルを調壁する。 


基準となるスピーカーの音量と比較しなびら、各 
スピーカーの出カレベルを一]日犯〜+1日犯 
の範囲内で調整します。それぞれのテスト!-ーン 
び同じ大きさに聞こえるよう調整します。決定ボ 
タンでも次のスピーカーに移ることびでさます。 


O.OdB (Reference) 
[ O.OdB ] 

ィ ■! ■ ル Tn > 

[-3.0dB ] 

[+10.0dB ] 


-基準となるスピーカーは調整したいチヤンネ 
ルに巧して最適なスピーカーび選ばれます。 


3戾るを巧して終了する。 

Manual MCACC の設定画面に戻ります。 

スピーカーまでの距離を詳細に設定ずる 

• 工場出荷時の設定： 3.0 m (すべてのス 
L —力一 ) 

スピーカーまでの距離を設定することで、各ス 
ピーカーからの音び同時に視聴位置に届くよう 
にします。音に定位感や移動感ををたらすため 
に必要な設定で、「スピーカーの設定を行ラ」 
(42 ページ）よりち詳細な調整を行うことびで 
さます。 


1 Manual MCACC の設定項目か6 FFine 
Sp DistanceJ を還}尺する。 

音量び自動的に 一 13 dB まで上びります。 


2.Manual MCACC 



2如/-►ボタンで フ □ント ちスピーカーまで 
の実測距離を入力して、巧定を巧す。 


2b.Fine SP Distance 

L(Reference) 

ィ■川 ► 

ENTERiNext ± 

g 固□回 

国©固 

) : Cance 

I 


3 t /4^ ザタンで調壁したいスピーカーを選ん 
で、 ◄-/- ►ボタンで距離を調壁する。 


2b.Fine SP Distance 


3.0 m 


(Reference) 



a &E 


ろ ： Finish 


基準となる スピーカーと 調節する スピーカーから 
出力されるテストパルスを聞さなびら、距離を 
0.1 m から 9. 日 m の範囲内で調節します。 

2つの スピーカーに 巧して IJ スニングポジション 
から下図のよラに向さ、2つのテストパルスの聞 
こえるポイントび真ん中になるように調整します。 

C3 0 〇 

すべての スピーカーまでの 距離を調整します。 

-基準となるスピーカーは調整したいチヤンネ 
ルに巧して最適なスピーカーび選ばれます。 


4戻るを巧して終了する。_ 

Manual MCACC の設定画面に戻ります。 










































〔システムセツトアップ設定 


アコースティックキヤ U ブレーシヨン 

EQ 機能を設ちずる 

ア コース ティックキヤ U ブレー シ ヨン EQ は、 
視聴環境の周波数特性を補正するちのです（ヴ 
ブウーファーについては補正しません)。部屋 
の音響特性を測定し周波数特性を均一化しま 
す。これにより各チヤンネルの音のつなびりび 
向上し、これまでにない実像感や U アルな移動 
感を再現します。ここでは、サラウンドの自動 
設定で調整された周波数特性をより詳細に調整 
します。 

アコー スティックキヤ IJ ブ レー シヨン EQ 
を自動で設定する 

「Auto MCACC で自動設定する」 （6 ページ） 

を行っているときは、すでに ALL CH 

ADJUST と FRONT ALIGN は設定されてい 
ますので、ここでの設定は必要ありません。設 
定された内容を手動で調整したいとさは「自動 
測定された補正カーブを手動調整する」 (40 
ページ）をご覧ください。 


1 Manual MCACC の設定項目か5 FEQ 
AUTO Setting ] を選がする。 

音量び自動的に 一13 dB まで上びります。 


2.Manual MCACC 


2c.EQ AUTO Setting 

a. Fine Ch Level 

b. Fine SP Distance 
■W, ■州 

d. EQ Data Copy 

e. EQ CUST0M1 Adjust 
f .EQ CUST0M2 Adjust 
g.EQ Data Check 

ろ: Return 


ホ Set microphone. 

ホ Turn on Subwoofer. 


を： Cancel 


• セットアップ用マイクび接続されているこ 
とを確認してください。 

• サブウーファーを接続しているとさは、ヴ 
ブウーファーの電源び入っていて適度に音 
量び上びっていることを確認してください。 

. マイクを使った測定時の騒音や干渉につい 
て、詳しくは 「Auto MCACC 設定時にお 
けるその他の問題」 （8 ページ）をご覽くだ 
さい。 


2 EQ AUTO Setting の自動測定び終了する 
まで待つ。 


2C.EQ AUTO Setting 


2C.EQ AUTO Setting 

Now Analyzing 

Now Analyzing 

Environment Check 
►Ambient Noise [ ] 

Microphone [ ] 

Speaker YES/NO [ ] 

±) : Cancel 

Surround Analyzing 
►Channel Level [ ] 

Acoustic Cal EQ [ ] 

±» : Cancel 


テスト I -ーンび出力されて本機び測定を行い、 
自動的に周波数バランスび補正され、下の設 
定び保をされます。 


• ALL CH ADJUST - 特定のスピーカー特 
性に合わせるのではなく、全チヤンネルの 
周波数を均一にする設定 

• FRONT ALIGN -全チヤンネルの周波数 

特性をフ□ントスピーカーの特性に合わせ 
込む設定（フ□ントチヤンネルは補正され 
ません） 

自動測定び終わると、アコースティックキヤ U 
ブレーシヨン EQ の設定項目に戻ります。引き 
続さ、 I ソ下の項目にお進みください。 

補正力ーブを保をする 

あらかじめ 「Auto MCACC で自動設定する」 
(6 ぺージ）または「アコースティックキヤ U 
ブレーシヨン EQ を自動で設定する」（上記） 

で測定された補正カーブに調整を加えたいとさ 

は、 ALL CH ADJUST または FRONT 
ALIGN の補正カーブを 「 CUSTOM ]」 または 
「 CUST 0 M 2」 に保をする必要びあります。 

1 Manual MCACC の設定頂目か5 FEQ 
Data C 叩 yj を選がする。 
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2 t/4 ボタンで rCUSTOMlJ か 
rCUST0M2J のどち 6 にな巧するかを選ん 
で、ボタンで巧巧したい補正カーブの種 
類を選ぶ。 


2d.EQ Data Copy 


2d.EQ Data Copy 

TO 卜 FROM 


TO FROM 

CUST0M1 

CUST0M2 [ CUST0M2 ] 


CUST0M1 ィ け 

CUST0M2 [ CUST0M2 ] 

Start Copy [ OK ] 

ろ : Cancel 


Start Copy [ OK ] 

を : Cancel 


- 「 CUSTOM ]」 に保存された補正カーブを 
「 CUST 0 M 2」 に、 「 CUST 0 M 2」 に保存 
された補正カーブを 「 CUSTOM ]」 に保を 
することちでさます。 

• A しし CH ADJUST と FRONT ALIGN の詳 

しい説明は「アコースティックキャ U ブ 
レーシヨ ン EQ を自動で設定する」 （39 
ページ）をご覧ください。 

3 t /4 ポタンで rOKJ を選んで、巧定を巧ず。 

補正カーブび保をされます。 

和/呼ボタンで 「 CANCEL 」 を選ぶと、保存 
をキャンセルすることびでさます。 

自動測定された補正力ーブを手動調整する 

補正カーブを手動で調整する前に、自動測定され 

た ALL CH ADJUST または FRONT ALIGN 

の補正カーブを「補正カーブを保をする」 (39 
ぺージ）で 「 CUST 日 Ml 」 または 
「 CUST 0 M 2」 に保をする必要びあります。 


1 Manual MCACC の設定項目か6 
rEQ CUSTOM 1 AdjustJ または 
に〇 CUST 0 M 2 AdjustJ を選がする。 


2.Manual MCACC 


2e.EQ CUST0M1 Adjust 

a.Fine Ch Level 


Test Tone Tvpe_ 

b. Fine SP Distance 

c. EQ AUTO Setting 

d. EQ Data Copy 

f .EQ CUST0M2 Adjust 
g.EQ Data Check 


ィ •，""け k 

ろ : Return 


ENTER:Next を : Cancel 


「 CUSTOM ]」 に補正カーブを保をしたとさは 
rEQ CUSTOM 1 Adjust 」 を、 「 CUST 0 M 2」 
に補正カーブを保存したときは 「EQ 
CUST 0 M 2 AdjustJ を選びます。 


2和/-►ボタンでテストトーンの種類を選ん 
で、ミ夫定を巧す。 

音量び自動的に 一 13 dB まで上びります。 

• ALL CH ADJUST -サブウーファーを除 
いた全スピーカーの周波数特性を均一化し 
ます。 

• FRONT ALIGN - フ□ントスピーカーの 
特性に合わせて全スピーカーの周波数特性 
を補正します。フ□ント左スピーカーと調 
整するスピーカーとで交互にテスト I -ーン 
び出力されます。 

3スピーカーと周波数帯域を選んで、 EQ レ 
ベルを調整する。 


2e.EQ CUST0M1 Adjust 

Test Tor 

ィ 

40Hz 

125Hz 

250Hz 

4kHz 

13kHz 

TRIM 

le Typ 色： 

、LL CH ADJUST" 

[+1.0CIB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

±> : Finish 


2e. EQ CUSTOM1 Adjust 

Test Toi 
"/ 

[Left 
40Hz 
125Hz 
250Hz 
4kHz 
13kHz 
TRIM 

ie Type: 

、LL CH ADJUST" 

ィ■―ル f ► 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

[ O.OdB] 

を : Finish 


如 / 岭ボタンでスピーカーを選択します。 

\1\ ボタンで周波数帯域を選び、ボタン 
で EQ レベルを調整します。 T つのスピーカー 
の調整び終了したら、 t /4^ ボタンでスピーカー 
選択の位置に戻って、次に調整したいスピー 
カーを選択してください。 

• FRONT ALIGN を選択したときはフ□ント 
左/ちスピーカーの調整をすることはでさ 
ません。 

• ある帯域の周波数を極端に調整すると、表示 
部に 「 OVER !」 と表示されることびありま 
す。この場合は、 「 OVER !」 び消えるまでさ 
まざまな帯域のレべ>1レを下げてください。 

な ヒント 

ある周波数帯域のレベルを極端に調整すると、 
全体のチヤンネルレベルバランスび変わってし 
まいます。そのようなとさは TRIM を選び、調 
整することで全体的なバランスを調整します。 
\1\ ボタンで TRIM を選び、 ◄-/-► ボタンで選 
択しているスピーカーの全体的なチヤンネルレ 
ベルを調整します。 
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4 戻るを巧して終了する。 

Manual MCACC の設定画面に戻ります。 

補正 カーブを お認ずる 

「Auto MCACC で自動設定する」（目ページ）や 
「アコースティックキヤ IJ ブレーシ ヨン EQ を自動 
で設定する」 （39 ページ)、「自動測定された補正 
カーブを手動調整する」 （4 日ページ）で測定され 
た 「ALL CH ADJUST」、「FRONT AUGN 」、 
「 CUSTOM ]」 および 「 CUST 0 M 2」 の备補正 
カーブを確認することびでさます。 


1 Manual MCACC の設定頂目か 5 FEQ 
Data Check J を還がする。 


2.Manual MCACC 


2g.EQ Data Check 

a.Fine Ch Level 



b. Fine SP Distance 

c. EQ AUTO Setting 


[Left ] 

d. EQ Data Copy 

e. EQ CUST0M1 Adjust 


40Hz : +1.0dB 


125Hz : O.OdB 

f .EQ CUST0M2 Adjust 

±) : Return 


250Hz : O.OdB 

4kHz : O.OdB 

13kHz : O.OdB 

TRIM : O.OdB 

±) : Return 


2 ボタンで補正カーブの種類を選ぶ。 


-再生中に行ラと、補正カーブごとの音の違 
いを比較することびでさます。 

3 和/-►ボタンで確認したいチヤンネルを選 

んで、巧定ボタンを巧す。 

t /4^ ボタンで各周波数帯域の詳細を確認でさま 

す。 

-別のチヤンネルを確認するとさは t /4^ ボ 
タンでチヤンネル選択の画面にしてから 
和/- ► ボタンでチヤンネルを選びます。 

4 戾るを巧して終了する。_ 

Manual MCACC の設定画面に戻ります。 


聴感によるスピーカーの設定を巧う 

(Manual SP Setup ) 

「Auto MCACC で自動設定する」 （6 ぺージ） 

で Auto MCACC を行った場合はすでに設定さ 
れています。必要に応じてお好みで再設定でさ 
ます。 


1システムセットアップ画面の中か6 
[Manual SP SetupJ を選}尺する。 


System Setup 


3.Manual SP Setup 

I.Auto MCACC 



2.Manual MCACC 


b.Crossover Network 



c.Channel Level 

4.Input Assign 

5.Other Setup 

±)： Exit 


d.Speaker Distance 

ろ: Return 


システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （36 ページ）をご覽ください。 


2 t /4^ ボタンを巧して調壁したい設定項目を 

選んで、巧定を f 甲す。 

• Speaker Setting - スピーカーの接続本 

数や大ささ（低域再生能力）などを設定し 
ます。詳しくは「スピーカーの設定を行う」 
(42 ページ）をご覽ください。 

• Crossover Network - 何 Hz 下の低音 

域をサブウーファーなどで再生するかを設定 
します。詳しくは「ク□スオーバー周波数を 
設定する」 （42 ページ）をご覧ください。 

• Channel Level -スピーカーシステム全 
体の出カレベルを調整します。詳しくは 
「スピーカー出カレベルを設定する」 (43 
ページ）をご覧ください。 

• Speaker Distance -視聴位置から备ス 
ピーカーまでの距離を設定します。詳しく 
は「スピーカーまでの距離を設定する」 

(44 ページ）をご覽ください。 
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スピーカーの 設定を行う 

スピーカーの大ささや本数を設定することで再 
生する音域を最適なチヤンネルへ配分します。 


1 Manual SP Setup の設定頂目か5 
[Speaker Setting ] を選がする。 


3.Manual SP Setup 


3a.Speaker Setting 

1>ん 1 ム が"ル^^^ 


Front ィ 

Center [ SMALL ] 
Surr [ SMALL] 

SUB W. : YES 



b. Crossover Network 

c. Channel Level 

d. Speaker Distance 


3 国 Q 3 

国© 国 


ろ: Return 


ろ： FinisI 

\\ 


2 t / 冬ボタンを巧して設定したいスピーカー 
を還び、 ◄-/-► ボタンで大きをを還がする。 

じ(下の各スピーカーについて、スピーカーの接 
続の有り/無しや大ささを選択します。 

- Front (フ□ント）一低音域の再生能力び 
高いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。また、サブウーファーを使用しないと 
さも LARGE を選びます。低音域の再生能 
力び十分でないノ」\型スピーカーのとさは 
SMALL を選びます 。 J 

- Center (センター）一低音域の再生能力 
び高いスピーカーのとさは LARGE を選び 
ます。低音域の再生能力び十分でないル型 
スピーカーのとさは SMALL を選びます。 
また、センタースピーカーを接続していな 
いとさは N0 を選びます。このとさセン 
タースピーカーの音は他のスピーカーから 
再生されます。 


- Surr (サラウンド）一低音域の再生能力び 
高いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。低音域の再生能力び十分でない小型ス 
ピーカーのとさは SMALL を選びます。ま 
た、サラウンドスピーカーを接続していない 
ときは N 0 を選びます。このときサラウンド 
スピーカーの音は他のスピーカーから再生 
されます。 

• SUB W . (サブウーファー) — SMALL に設 
定されたスピーカーの低音域と LFE 信号 
( ドルビーデジタルや DTS 信号に含まれる 
超低域信号成分）をサブウーファーから再 
生するときは YES を選びます。サブウー 
ファーから常に低音を再生したいときや、 
低音を強調したいとさは PLUS を選びます 
(このとさ、通常はフ□ントやセンタース 
ピーカーで再生している低音域をサブウー 
ファーでも再生します）。また、サブウー 
ファーを接続していないとさは N 0 を選び 
ます（このとさ低音域は他の LARGE に設 
定されたスピーカーで再生されます)。2 

3戻るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

ク□スオー/ V ’一周巧数を設定ずる 

• 工場出荷時の設定： 1 OOHz 
「スピーカーの設定を行う」で SMALL に設定 
されたスピーカーびあるとき、何 Hzl ； (下の低 
音域を LARGE に設定されたスピーカーまたは 
サブウーファーで再生するかを設定します。3ま 
た、 LFE 信号についても同様に、何 Hzl ； (下の 
低音域を再生するかび設定されます。 


因メモ 

1フ□ントスピーカーび SMALL に設定されているときは、サブウーファーは自動的に YES に設定されます。またフ〇 
ントスピーカーび SMALL に設定されているときは、センタースピーカーまたはサラウンドスピーカーで LARGE を選 
択することはでさません。このとさ、各チャンネルの低音域はサブウーファーで再生されます。 

2サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低音域とフ□ントスピーカーの低音域び打ち消し合ってし 
まい、十分な低音の効まび発揮されないことびあります。このようなとさは、スピーカーの設置場所や向さなどを変え 
てみてください。それでち解消されないとさは実際に音を出しなびらサブウーファーを YES にしたり、フ□ントス 
ピーカーを SMALL にしてみて比較し、最適な設定にしてください。 

3スピーカーの大きさなどの設定については、「スピーカーの設定を行う」（上記）をご覧ください。 
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1 Manual SP Setup の設定項目か6 
に rossover NetworkJ を還がする。 


3.Manual SP Setup 


3b.Crossover Network 

a.Speaker Setting 


Frequency ィ匿 ; む】=日户 

c.Channel Level 



d.Speaker Distance 



ろ ： Return 


を : Finish 


2和/-►ボタンでク□スオーバー周波数を選ぶ。 

ここで選択された周波数1；(下の低音域は、サブ 
ウーファーまたは LARGE に設定されたスピー 
カーから 再生されます。 


3房るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

スピーカー化カレベルを設定ずる 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のノ（ランスを調整します。 

1 Manual SP Setup の設定頂目か5 
に hannel LevelJ を選がする。 


3.Manual SP Setup 


3c.Channel Level 

a. Speaker Setting 

b. Crossover Network 


Test Tone ィ匯正り !! 

d.Speaker Distance 



ろ : Return 


ENTER:Next を : Cancel 


3設定巧客を確認して巧定を巧す。 

音量び自動的に 一13 dB まで上びり、大さな音 
でテス h I -ーンび出力されます。 

3c.Channel Level 

Test Tone [ Manual ] 

Please Wait . . .20 
Caution! 

Loud test tones 

will be output. 

±) : Cancel 


4 和/今ボタンで各 スピーカーの 出カレベル 
を調壁する。 

Manual を選んだときは、 \1 \ボタンでスピー 
力一を選択します。 Auto を選んだとさは、じ （ 
下の順番でテスト I -ーンび出力されます。 

L 一 C 一 R 一 RS 一 LS 一 SW 


L 

ィ ■■■■■• 巧 > 


C 

[ O.OdB] 


R 

[ O.OdB ] 

3 图曰图 

RS 

[ O.OdB ] 


LS 

[ O.OdB ] 

a © a 

SW 

[ O.OdB ] 



テスト!-ーンを聞さなびら、各スピーカーの出 
カレべ J レを調整してください。1 


5房るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


2 ◄-/- ►ポタンを巧して設定方法を選ぶ。 

• Manual ー テスト I -ーンを出力するスピー 
カーを手動で切り換えて調整します。 

• Auto - テスト!-ーンを出力するスピー 
カーび自動で切り換わります。 


なヒント 

スピーカー出カレベルは、 U モコンの CH 選が 
ボタンと レベル +/—ボタンで調整することも 
でさます。このとさ、 DVD 已 .Ich 入力は独立 
してスピーカー出カレベルを設定することびで 
さます。 


因メモ 

1•音圧計を使用する場合は、視聴位置で測定して、各スピーカーの出カレベルを7已 d 目 SPL ( C - ウェイト/ス □- 
モード）に調整してください。 

-サブウーファーからのテスト I -ーンはル音量です。テスト I -ーンでの調整ではなく実際にソフトを再生しなびら出力 
レベルを調整することをお勧めします。 
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スピーカーまでの距離を設定する 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定す 
ることで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に 
算出され、最適なサラウンド効果を得ることび 
でさます。 


1 Manual SP Setup の選}尺項目か 5 
[Speaker DistanceJ を選}尺する。 



2 t /4 ボタンで設定するスピーカーを選ん 

で、^/岭ボタンで各スピーカーまでの距離を 
設定する。 

0.1 m 間隔で調整でさます。 

3 戻るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


入力に関する設定を巧う 
(Input Assign ) 

本機のデジタル入力端テや D 4 映像入力端テに 
接続した機器び各端テの工場出荷時の設定と異 
なるときに使用します。 


1システムセットアップ画面の中か6 
n 叩山 AssignJ を選がする。 


System Setup 


4.Input Assign 

1. Auto MCACC 

2. Manual MCACC 

3. Manual SP Setup 

b. D4 Input 

c. HDMI Input 

5.Other Setup 

±)： Exit 


ろ： Return 


システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （36 ページ）をご覧ください。 


2 t /4 ボタンを巧して、設定したい頂目を 還 

び、 ミ 夫定を巧す。 


• Digital I 叩山 一 「デジタル入力を設定す 
る」（下記）をご覽ください。 

• D 4 Input -「 D 4 映像入力を設定する」 

(4 己ページ）をご覽ください。 

• HDMI I 叩山 -「 HDMI 入力を設定する」 
(4 已ページ）をご覧ください。 

デジタル入力を設定する 

-工場出荷時の設定： 

Coaxial (同軸） 一 DVD 
Optical - 1 ( 光 ）- DVR 
Optical -2 ( 光 ） -TV 

デジタル入力端テの接続で、上記の工場出荷時 
の設定と異なる機器を接続したとさのみ、ここ 
での設定び必要になります。この設定は、本機 
のどの端子に何の機器を接続したかを設定する 
ことで、入力名と機器名称び合うようにします。 


1 I 叩山 Assign の設定頂目か 6 [Digital 
Input ! を選がする。 



2 t /4 ポタンで、変ちしたいデジタル入力端 
子を選ぶ。 


• U アパネルのデジタル入力端テごとに、番 
号び記されています。 

3 その入力端子に接続した機器を適切な機器 
に変ちする。 

. 和/-►ボタンとミ夫定を使って DVD 、 TV 、 
CD 、 CDR 、 DVR または OFF から選択し 

ます。 

-デジタル入力端テに割り当てられている機 
器 （ DVD / BD など）について、他のデジタ 
ル入力端テに同じ機器び新たに割り当てら 
れると、前に設定されていた入力は、自動 
的に OFF に切り換わります。 

4 戻るを巧して終了する。_ 

Input Assign の設定画面に戻ります。 





























システムセットアップ設定 


D4 映像入力を設定する 

• 工場出荷時の設定： 

D 4 Video -1 -DVD 
D 4 Video -2 - TV 

D 4 映像入力の接続で、上記の工場出荷時の設 
定と異なる機器を接続したとさのみ、ここでの 
設定び必要になります。 D 4 ビデオ映像入力に 
ついて詳しくは 「 D 4 ビデオ映像端テを使用す 
る」 （1 己ページ）をご覽ください。 


HDMI 入力を設定する 

-工場出荷時の設定： 

HDMI -1 - DVD 
HDMI -2 - TV 

HDMI の接続で、上記の工場出荷時の設定と異 
なる機器を接続したとさのみ、ここでの設定び 
必要になります。 HDMI 入力について詳しくは 
「 HDMI 端テを使用する」 （16 ページ）をご覽 
<ださい。 


1 I 叩山 Assign の設定項目か6の4 InputJ 
を選がする。 


1 I 叩山 Assign の設定項目か6 mOMI 
InputJ を還がする。 



2 タンで、変更したい D 4 映像入力 

端子を選ぶ。 

- U アパネルの D 4 映像入力端テごとに、番 
号び記されています。 

3 その入力端子に接続した機器を適切な機器 
ちに変ちする。 

. 和/今ボタンとミ夫定を使って DVD 、 TV 、 

DVR または OFF から選択します。 

- D 4 映像入力端テに割り当てられている機 
器 （ DVD / BD など）について、他の D 4 
映像入力端テに同じ機器び新たに割り当て 
られると、前に設定されていた入力は、自 
動的に OFF に切り換わります。 

• D 4 映像入力に接続した機器の音声につい 
てち、ここで選んだ入力と同じ入力の音声 
入力端テに接続してください。 

-本機の D 4 映像入力に機器を接続したとさは、 

必ずテレビも D 4 VIDEO MONITOR OUT 

端テに接続してください。 


2 t/4^ ボタンで、変ちしたい HDMI 入力端 
子を選ぶ。 

- U アパネルの HDMI 入力端テごとに、番号 
び記されています。 

3 その入力端子に接続した機器を適切な機器 
ちに巧ちする。 

. 和/今ボタンとミ夫定を使って DVD 、 TV 、 

DVR または OFF から選択します。 

- HDMI 入力端テに割り当てられている機器 
( DVD / BD など）について、他の HDMI 入 
力端テに同じ機器び新たに割り当てられる 
と、前に設定されていた入力は、自動的に 
OFF に切り換わります。 

• \/S 乂 -5 731/のみ. ’ HDMI 入力で接続した 
機器の音声を本機で聴<場合は、音声ケー 
ブルによる接続も必要です。詳しくは 
「 HDMI 端テを使用する」 （16 ページ）を 
ご覧ください。 

-映像機器を本機の HDMI 入力に接続した場 
合は、テレビを本機の HDMI MONITOR 


4戻るを巧して終了する。 


OUT 端テに接続してください。 


Input Assign の設定画面に戻ります。 4房るを巧して終了する。 


Input Assi 呂 n の設定画面に戻ります。 
















(システムセツトアップ設定 




その他の設定を行う （other Setup ) 

MS 乂 -QWM のお 

フラットテレビの連動設定を行う 

本機とパイオニアフラットテレビを SR + ケー 
ブルで接続した場合の連動設定を行います。本 
機の音声とフラットテレビの映像の入力を連動 
させることびでさます。ソース機器の映像出力 
を直接フラットテレビの映像入力に接続した場 
合、本機の入力切り換えと連動してフラットテ 
レビの映像入力ち自動で切り換わります。 


1システムセットアップ画面の中か6 
rother SetupJ を選がする。 



4 ソース機器を接続したフラットテレビの入 
力端子を還がする。 

本機の音声入力と、フラットテレビの映像入力 
の端テ名を合わせます。たとえば、 DVD の映 
像出力をフラットテレビの iriput -2 入力に接続 
した場合は、 DVD/BD の設定を input -2 にし 
ます。 


• Monitor Out Connect の設定は、フラッ 
トテレビを本機に接続した端テを指定して 
<ださい。 


5a.SR+ Setup 


5a.SR+ Setup 

PDP Volume Control 


PDP Volume Control 

[ ON ] 

PDP Input Select 


[ ON ] 

PDP Input Select 

DVD/BD ィ 

TV/SAT [ input-2 ] 


DVD/BD ィ 

TV/SAT [ OFF ] 

DVR [ input—3 ] 

DVR [ input—3 ] 

VIDEO [ TV ] 

Monitor Out Connect 


VIDEO [ TV ] 

Monitor Out Connect 

[ OFF ] 

ろ: Finish 


[ OFF ] 

か Finish 


5 房るを巧して終了する。 

Other Setup の設定画面に戻ります。 


システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （36 ページ）をご覧ください。 


2 rSR + SetupJ び還択をれていることを確 
認してみ定を巧す。 


5.Other Setup 


5a.SR+ Setup 

ろ: Return 


PDP Volume Control 

PDP Input Select 

DVD/BD [ input—1] 

TV/SAT [ input—2 ] 

DVR [ input—3 ] 

VIDEO [ TV ] 

Monitor Out Connect 

[ OFF ] 

か Finish 


3 PDP Volume Setting の設定をする。 

• OFF 一本機側の操作でフラットテレビの音 
量の調節をしません。 

• ON —本機の入力をテレビを接続した端テ 
(TV/SAT など）に切り換えたときに、テ 
レビの音量び日になり、本機から音声び出 
力されます。 






















ラジオチューナーの使用 


第7章： 

ラジオチューナーのほ用 


ラジオ放送を聞< 

放送局を受信するには自動選局（オートチュー 
ニング）と手動選局（マニュアルチューニング） 
のち法びあります。一度受信した放送局は記憶 
させて、呼び出すことをでさます。詳しくは 
「放送局を記憶する」 （48 ページ）をご覧くだ 
さい。 


M LiLI 田 M 

けユ -T-H] 〔ク■ラス I I MPX [D.ACCESS) 



I タラス] [MPX I ID.ACCESS1 

.0.0® 

k_: ィ K アナ□ク ATT ゴ-1;’ 乂リーつ 

〇 〇 〇風" 

: SR+ iPod CTRL 

0000 

sumsr テレビコント□-ル ’ 

のの 

I シフト I 乂力。巧チサンネル音 ■ 

國 1〇りり I 

能麟'徽 jP 臨 P 日游圓 E 。 

ド loneer 


1 FM または AM ボタンを巧して聞をたいバ 
ンドを還ぶ。 

フ□ントパネルのボタンでち操作でさます。 

2放送局を受信する。 

1ソ下の3つのち法で選局でさます。 

才ートチューニング 
TUNE t/i (またはフ□ントパネルの 
TUNE +/ —) を押して、周波数び動さはじ 
めたら指を離します。自動で放送局を探し、 
受信すると止まります。次の放送局を探す 
とさはもう一度押してください。 

マニュアルチューニング 

TUNE t/i (TUNE + / -) を押すたびに 

1ステップずつ周波数を移動します。 


八イスピードチューニング 

TUNE t/i ( TUNE +/ —) を}甲し続ける 

と、高速で周波数を移動します。受信した 
い放送局の周波数でボタンから指を離して 
<ださい。 

FM の受信で Y ' A または GD インジケーターび点打 
せず受信状態び悪いときは、 MPX ( シフト +3) 
ボタンを押してモノラル受信に切り換えます。 
受信感度び良 < なり放送び聞さやす < なります。 

放送局をダイレクトに選局する 

受信したい放送局の周波数びわかっているとさ 
は、 IJ モコンの数をボタンで周波数を入力して 
選局することびでさます。 

1 FM または AM ボタンを巧して聞をたいバ 
ンドを選ぶ。 

フ□ントパネルのボタンでち操作でさます。 

2 D.ACCESS (シフト+決定）ボタンを巧す。 

3 数字ボタンで放送局の周液数を入力する。 

たとえば、 「FM 76.00 MHz 」 を選ぶには、 数き 
ボタンの7、 巨、 0、0を巧します。 

入力の途中で数字を間違えたとさは D.ACCESS 
を2回押して、入力をはじめからやり直してく 
ださい。 


ラジオ 


Ja 



























ジオチューナーの使用 




放送局を記憶する 

本機では、よく聞く放送局を A 、 B 、 C の3つ 
のクラスに各]日局、合計3日局まで記憶する 
ことびでさます cJ 


1 FM または AM ボタンを巧して、呼び出し 
たいバンドを還ぶ。 

2クラス（シフト + 2) ボタンを巧して呼び 
出したい放送局のクラスを還ぶ。 

押すたびにクラス A 、目、 C び切り換わります。 



脚山公の 

Iチ： L- 卜おIしクラス J L MPX I ID.ACCESS 1 

O Ql ® 理 

ミツドナイトアナ□ブ ATT テイマー ス U— プ 

® 風風風" 

«扉切 g SR+ IPod CTRL 

® 風風の" 


* 巧 ffig 【 テレビコント□—ル - 

姐の 

I シフト I 入力切巧チャンネル音量 

園 1 〇白白 I 

さ離 rcEoOwP 馬巧游識 


Pioneer 


Ov アンプ〕 




3 STW -^ ( ST +/—) を巧して呼び出し 
たい放送局のステーションま号を還ぶ。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶこともで 
さます。 

記憶した放送局にを前をつける 

選局しやすいように、記憶した放送局に名前を 
つけることびでさます。 

1 FM または AM ボタンを巧してリモコンを 
チューナーモードにする。 

フ□ントパネルのボタンでち操作でさます。 


1 FM または AM ボタンを巧してリモコンを 
チューナーモードにする。 

フ□ントパネルのボタンでち操作でさます。 

2記憶させたい放送局を受信する。 

詳しくは「ラジオ放送を聞く」 （47 ぺージ）を 
ご覧ください。 

3 T . EDIT ボタンを巧す。 

ディスプレイに ST . MEMORY と表示され、ク 
ラスび点滅します。 

4クラス（シフト + 2) を}甲して記憶させるク 
ラスを選んでか5、 ST 4 -M ( ST +/—) ボタ 
ンを}甲して記憶させるステーション番号を選ぶ。 

ステーションの選択には 数を ボタンも使用でさ 
ます。 

已巧定を巧す。 

ミ夫定を押すと、保を先のクラスとステーション 
番号の点滅び止まり、本機に放送局び記憶され 
ます。 

記憶した放送局を階び出す 

放送局を呼び出すには、放送局を記憶しておく必 
要びあります。放送局を記憶していない場合は、 
「放送局を記憶する」（上記）をご覧ください。 


2名前をつけたい放送局を選ぶ。 

選局ち法については、「記憶した放送局を呼び 

出す」（上記）をご覽ください。 

3 T.EDIT を f 甲す。 

表示部に ST . NAME び表示され、最初の文字 

の位置でカーソ J レび点滅します。 

4名前を入力する。 

名前は4文字まで入力でさます。 

. STW -^ (ST + /-) ボタンで文字を選び 
ます。 

-巧定を巧すと次の文字へカーソルび移動し 
ます。文字を入力せず空白のままにするに 
は、スペースを入力してください。 

-最後の文字を選んだあとに巧定を押すと、 
名前び記憶されます。 

なヒント 

-入力した名前を消去するには、上記の手順 
4ですベてスペースを入力してください。 

-放送局に名前をつけると、 チューナー表巧 
(シフト +1) を押すことで、その放送局の 
周波数表示と名前表示を切り換えることび 
でさます。 


因メモ 

1 FM 放送を記憶したとさは、 MPX の設定わ記憶されます。 
































第 8 章： 

機器の録音/録画 


音黃や映像を録音/録画する 

本機に接続されている機器 （ CD プレーヤーや 
テレビなど）や本機のラジオチューナーなどを 
本機を通して録音/録画することびでさます cJ 
アナ□グ音声信号のデジタル録音、およびデジ 
タル音声信号のアナ □ グ録音を行うことはでさ 
ませんので、録音する際は必ずデジタル、アナ 
□グの接続を合わせてください。詳しくは「接 
続」 （1 日ページ）をご覽ください。 





©~ 

^ 1 1 
ク 再 



◎ ◎ ◎ ◎ 



m ¥ ¥ ¥ 1 

胃®)) 


1録音/録画したい入力機器を選ぶ。 

U モコンの 入力切換 ボタンまたはマルチ コント 
□—ルボタン、フ□ントパネルの 入カフアンク 
シヨン切り換え ボタンで選びます。 
「 PORTABLE 」、「 CD - R 」 入力は シフトを 巧し 
なびら選びます。 


2必要に応じて入力信号を選ぶ。 

AV アンプを 押してから 音声 切換を巧して、再 
生する機器に合った音声入力信号を選択しま 
す。フ□ントパネルの SIGNAL SELECT でも 

選択でさます。詳しくは「入力信号を選択す 
る」 （33 ページ）をご覧ください。 

3録音/録画したい入力機器の準備をする。 

ラジオを受信したり、 CD 、 ビデオ、 DVD を入 
れるなどの準備をします。 

4録音/録画機器の準備をする。 

録音/録画用のカセットテープ、 MD ディス 
ク、ビデオテープなどを録音/録画する機器に 
入れて、録音レベルを設定します。 2 
録音レベルについてわからない場合は、録音/ 
録画機器の取扱説明書をご覽ください。ビデオ 
デッキなどでは通常、録音レベルは自動設定さ 
れます。 

5録音/録画を開始してか6、機器を再をする。 



V_ J \ _ J \ _ J 

lf2-t-tSRl L クラス I > MPX I LD.ACCESSJ 

01 風風逸 

ミットナイトアナ□ブ ATT ディマー ス y— プ 

® 風風風" 

奮 P 切 S SR+ iPod CTRL 

〇風の風" 


ruytn 入力切巧チャンネルち屋 

一〇白白 


@ メモ 

1映像を録画する場合、入力機器と録画機器の接続ケーブルを同じタイプにする必要びあります。たとえば、入力機器と 
本機をビデオコードで接続し、録画機器と本機を D 4 端テケーブルでつないだ場合は録画することびできません。詳し 
くは 「 HDD / DVD レコーダーやビデオデッキを接続する」 （14 ページ）をご覧ください。 

2本機の音量、出カレベル、 I -ーンコント□ール（低音/高音）、ラウドネスやサラウンドの設定などは、録音には反映 
されません。 



機器の録音/録画 


録音\録画 






































(iPod/USB メモリーの再を 




第 g 章： 

iPod/USB メモリーの再を 


iPod をつないで再生する 

本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で 
楽しむことびでさます J 



1本機の電源を切る。 

2 iPod に付属の USB ケーブルをほ用して、 
iPod を本機のフ□ントパネルにある iPod 
DIRECT USB 端子に接続する。 

iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説 
明書ちご覧ください。 


3本機の電源を入れてか6 、 iPod USB ボタン 
を巧す。 

フ□ントパネルの表示部に Loading と表示され、 
iPod び正しく接続されているかどうか確認し 
ます。 

テレビの電源ち入れておいてください。 

• iPod USB ボタンを巧したあとに No USB 

と表示された場合は、電源を切ってから本機 
と iPod の接続をやり直してみて<ださい。 

4房るボタンを巧す。 

テレビに iPod Top 画面び表示されます。2 



5 t /4 ボタンを巧して再をしたいカテゴリー 
を還んで、ミ夫定ボタンを巧す。 

カテゴ U —はじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ U —の U ストび表示されます。 
Playlists Podcasts 

Artists Genres 

Albums Composers 

Songs Audiobooks 

Shuffle Songs 

-前の画面に戻るには、 戻る ボタンを押します。 


因メモ 

1•本機は、第已世代 iU 降の iPod ® や iPod nan □の音声に対応しています。ただし、モデルによっては一部機能び制限 
されます。 

- iPod のソフトウェアびちいと正常に動作しないことびあります。必ず最新の iPod ソフトウェアでお使いください。 

- iPod は、著作権のないマテリアル、または法的に複製-再生を許諾されたマテ1」アルを個人び私的に複製-再生する 
ために使用許諾されるものです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

-パイオニア製品から iPod のイコライヴを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコラ 
イヴを「オフ」に設定することをお勧めします。 

-本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じてわ、データの補償はいたしかねますのであ 
らかじめご了承ください。 

2 • iPod の画面には Pioneer と表示され、 iPod 本体を操作することはできなくなります。 

-本機での表示は英数字のみとなります。英数字 iU 外の文字び iPod に記録されている場合、その文字は「*」で表示 
されます。 

- iPod に記録されている映像は表示されません。 































^ 重要 

フ□ントパネル表示部にメッセージび表示され 


た場合は、 

下の操作を行ってみてください。 

メッセージ 

巧庶 

Error 11 

正常に通信でさません。 

コネクターを一度外し、 iPod のメイン 
メニューび表示されてから、ちう一度 
確実にコネクターを接続してください。 
それでち iPod び正常に動作しない場合 
は、 iPod を U セットしてください。 

ErroMS 

iPod ソフトウエ 了の )くージョンびちい 
とさに表示されます。 
iPod のソフトウエアを最新バージョン 
にアップデートして < ださい。 

Error 13 

本機び対応していない iPod び接続され 
ています。 

対応したモデ J レかどうか確認してくだ 
さい。 （50 ぺージ） 


iPod ソフトウエ 了の )くージョンびちい 
とさに表示されます。 
iPod のソフトウエアを最新バージョン 
にアップデートして < ださい。 

Error 14 

iPod からの応答びありません。 
iPod のソフトウエアを最新バージョン 
にアップデートして < ださい。 

No Music 
Track 

iPod に巧び入っていません。 
iPod に曲を転送してください。 

No Track 

iPod で選択したカテゴ U —内にトラッ 
クび入っていません。 

他のカテゴ U —を選択してください。 


iPod の操作を切り換える 

iPod の操作を本機と iPod 本体とで切り換える 
ことびでさます。 

1 iPod CTRL 对甲して、操作を口 od 側に切 
り換える。 

iPod 本体で操作でさるよラになり、本体画面 
び表示されます。本機での操作はでさな<な 
り、 OSD 画面は表示されません。 

2 もう一度 iPod CTRL を巧して、操作を本 
機側に切り換える。 


巨再生したいリスト（ジャンル、アルバムなど） 
を選んで巧定する。 

ボタンで U ストのページを切り換え、 
t/4 ボタンで U ストを選択します。 

7手順巨を繰り返して、聴をたい a を再をする。 


iPod を操作する 

本機の U モコンで必下の iPod の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送 

0 をします。 

再生中のトラックの先頭に戻ります。 
続けて押すと、前のトラックに戻りま 
す。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。押すたびに 

Repeat Ones Repeat AIL Repeat 

0 けび切り換わります。 

乂 

シャッフル再生を設定します。巧すたびに 

Shuffle Songs、Shuffle Albums 、 
Shuffle Off び切り換わります。 

チユーナー表示 

(シフト + X ：) 

フ□ントパネル表示の内容を切り換え 
ます。 

W 崎 

フオルタ'一/ファイルリスト画面を表 
示中にページ送り/戻しをします。 

t /* 

Audiobook を再生中に再生の速さを変 
要します。 

Faster 一 Normal 一 Slower 

戻る 

前の画面に戻ります。 


iPod/USB メモリーの再を 


■pod/ui 


Ja 




























iPod/USB メモリーの再生 


) 


USB メモリーを巧生する 

お手持ちの USB メモ U —を本機に接続するこ 
とで、 USB メモ U —に記録されている音楽 
ファイルを本機で再生することびでさます。本 
機ではステレオまたはモノラル音声を再生する 
ことびでさます cJ 



1本機とテレビの電源を入れる。 

2 iPod USB ボタンを}甲す。 

OSD 画面に No USB と表示されます。 


3 USB メモリーを本機のフ□ントパネルにあ 
る iPod DIRECT USB 端子にち続する。 

OSD 画面に Loading と表示され、 USB メモ 
U —を読み込みます。読み込みび終了すると再生 
画面び表示され、自動で再生び開始されます。2 


FLD001TRK001 


► Play 


128Kbps 



-フオルダー/ファイルま号 
ファイル形式 
- U ピート/シャッフル 
-曲名 


アーティスト名 
アルバム名 
経過時間 
ビットレート 


再生機能を使っていろいろな再生び巧能です。 
詳しくは「再生機能について」（次ページ）を 
ご覽ください。再生したいファイル（曲）を 
日 SD 画面のフォルダー/ファイル U ストから 
選んで再生することもでさます。詳しくは 
「フォルダー/ファイル U ストでファイルを選 
んで再生する」（次ページ）をご覧ください。 


因メモ 

1•本機で再生できる US 目メモリーのファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、著作権保護のかかつ 
ていない音楽ファイルのみです。 

-本機とパソコンを US 目ケーブルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 目メ 
モリーは、外付八ードディスクや携帯フラッシュメモリー、デジタルオーディオ再生機 （FAT ] 日 、 FAT 32の 
フオーマットに対応）などの USB マスストレージクラスに属する機器です。 

•本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と接続した 
ことで、 US 目メモ U —のファイルび万び一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさませんので、あらかじ 
めご了承ください。 

-容量の大さい US 目メモ U —を接続したとさは、読み込みに多少時間びかかることびあります。 

-本機は US 目八ブには対応していません。 

2 •本機で再生でさないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

-巧のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び OSD 画面に表示されます。アルバム名やアー 
ティスト名び記録されていない場合は、それらは表示されません。 

-英数字1^1外の文字は「*」で表示されます。 





























iPod/USB メモリーの再生 


再生機能について 

U モコンで下の USB メモ U —の再生操作び 
でさます。 


ボタン 

機能 I 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送り 
をします（早戻し/早送り中は音声びと 
ざれることびあります）。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続 
けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►►I 

次のトラックの先頭に進みます。 

ご 

U ピート再生を設定します。押すたびに 

Repeat All、Repeat One、Repeat 
Folder び切り換わります。 


シャッフル再生を設定します。押すたび 

に Shuffle On、Shuffle Off び切り換 

わります。 

チユーナー表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えま 

(シフト+ 為す。 

W 崎 

再生中のトラックの頭出しをします。 

(フォルタ'一/ファイルリスト画面を表 
示中はページ送り/戻し） 

戻る 

再生画面のとさはフォルダー/ファイル 
U スト画面を表示します。フォルダー/ 
ファイルリスト画面のとさは画面の階層 
を戻します。 

フォルダ- 

— /ファイルリストでファイル 


を選んで再生する 

ファイルび複数のフオルダーに記録されている 
US 目メモ U —の場合、日 SD 画面にフオルダー 
/ファイルリストび表示されます。 t/47 和/- ► 
と巧定 ボタンを使って再生したいファイルを選 
んで再生します。 

1戻るボタンを巧して USB メモリーのフオ 
ルダー/ファイルリスト画面を表示する。 



2 t /4 で再生したいファイルを選がして、 

ミ夫定ボタンを巧す。 

-戻る ボタンを押すと、ひとつ前の階層に戻 
ります。 

• 前後のフオルダーやファイルに切り換える 
には片/岭ボタンを使います。 

成重要 

USB ERR と表示されたとさはじ(下の内容をご 
確認のラえ、下記の操作を行ってみてください。 


USB ERR 内容 


USB ERR 1 USB メモ U —の消費電力び大さすざま 
す。 

USB ERR 2 対応していない USB 機器び接続されて 
います。 

USB ERR 3 「故障かな？と思ったら」 （64 ぺージ） 

をご確認ください。 

-本機の電源を切ってから、再度電源を入れ 
てみて < ださい。 

• 本機の電源を切ってから USB メモ U —を 
抜さ、再度 USB メモ U —を接続して電源 
を入れてみて < ださい。 

• DVD/BD などの他の入力に切り換えてから、 
再度 USB 入力にしてみてください。 

• AC アダプターび付属されている USB メモ 
U —をお使いの場合は、 AC アダプターを 
接続して使用してみてください。 

上記の操作を行っても USB ERR び表示される 

ときは、 USB メモ U —び本機に対応していま 

せん。 


ipod/ui 
































( iPod/USB メモリーの再を 




再生でをる反縮ファイルについて 

本機では標準的なヴンプ U ング周波数/ビット 
レートで圧縮されたフォーマットの多くに対応 
していますび、一部対応していないフォーマッ 
卜もあります。本機で対応している圧縮フォー 
マットは下のとおりです。 

• MP 3 ( MPEG - 1/2/2.己才ーディオレイ 
ャーぶ： 

ヴンプ U ングレートは8 kHz 〜48 kHz 、 ビッ 
トレートは8 kbps 〜320 kbps (128 kbps 
1；(上を推奨）1、ファイル拡張テは . mp 3 に対応 
しています。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

ヴンプ U ングレートは32 kHz /44. 1 kHz 、 
ビットレートは32 kbps 〜] 92 kbps ( 128 
kbps 上を推奨） ] 、ファイル拡張テは .wma 
に対応!^ています ( WMA 9 Pro や□スレスエ 
ンコーデイング ( loss-less encoding ) には 
対応しておりません)。 

• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio Coding ) : 
ヴンプ U ングレートは] ] .日2已 kHz 〜48 
kHz 、 ビットレートは] 6 kbps 〜320 kbps 
(128 kbps 1；(上を推奨）1、ファイル拡張テは 
. m 4 a に対応しています（アップル□スレスエ 
ン〕ーティング (Apple loss-less encodin 呂 j 
には対応しておりません)。 

成重要 

-著作権保護のかかったファイルは再生する 
ことびでさません。 


MPEG -4 AAC にごいて 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」の略 
で、 MPEG -2 、 MPEG -4 で使用される音声圧 
縮技術に関する基本フォーマットです 。 AAC 
データは、作成に使用したアプ U ケーションに 
よってファイル形式と拡張テび異なります。本 
機では、 iTunes ® によってエンコードされた、 
拡張テび r . m 4 a 」 の AAC ファイルを再生する 
ことびでさます。ただし、著作権保護のかかっ 
たファイルやエンコードする iTunes のバー 
ジョンによっては再生でさないことびあります。 
iTunes は、米国およびその他の国々で登録さ 
れた Apple Inc . の商標です。 

WMA にごいて 


Plays SS 

Windows 
Media™ , 


外装箱に印刷された 、 Windows Media ® の □ 
ゴは、本機び WMA データの再生に対応してい 
ることを示しています。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」の略 
で、米国 Microsoft Corporation によって開 
発された音声圧縮技術です。本機では 
Windows Media Player によってエン]—ド 
された、拡張テび r . wmaj の WMA ファイル 
を再生することびでさます。ただし、著作権保 
護のかかったファイルやエンコードする 
Windows Media Player のパ'—ジョンによっ 
ては再生でさないことびあります。 

Microsoft、Windows Media 、 Windows □ゴ 
は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 


因メモ 

1可変ビットレート（ V 目 R ) で圧縮されたファイルわ再生でさますび、経過時間び正しく表示されないことびあります。 








フラットテレビとの連動操作 


第10章： 

フラットテレビとの連動操作 


(VSX-918V のみ) 

パイオニアフラットテレビとの接続 

SR +に対応したパイオニア製フラットテレビ 
(2003 年！;(降に発売されたモデル ） を、 SR 4- 
ケーブルで接続することでシステム動作を実現 
します。フラットテレビの画面を見なびら本機 
のシステムセットアップをしたり、音量や U ス 
ニングモードの確認びでさます。また、本機と 
フラットテレビの入力を連動させて切り換える 
ことびでさます。 



-専用の SR + ケーブル1を使用して、フラッ 
トテレビのコントロール出力端子と、本機の 
CONTROL IN 端子を接続する。 

本機とフラットテレビをシステム動作させるに 
は、本機の設定び必要です。詳しくは「フラッ 
トテレビの連動設定を行う」 （46 ページ）をご 
覽ください。 



映像入力 1 


映像入力 2 


DVD/BD 
AUDIO IN 



//SAT 
AUDIO IN 


VSX -918 V 

パイオニア製 DVD プレーヤーなどの機器を同 
様にして SR + で接続してください。 

DVD プレーヤーなどの映像出力端子はフラット 
テレビの映像入力端テに直接接続してください。 


DVD プレーヤー 


BS/CS / 化上デジタル 
チューナーなど 



パイオニア 
フラッテレビ 




@ メモ 

]. このシステム動作を実現するためには専用の SR +ケーブル（パイオニア部品番号： ADE 709 己）び必要となります。 
詳しくはパイオニア部品受をセンターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック（両端とわ）付コードわご使用い 
ただけます。 

- SR + ケーブルを使用してパイオニア製フラットテレビと接続した場合は、本機を操作するときは U モコンをフラット 
テレビの U モコン受光部に向けて操作してください。フラットテレビの電源び切れているとさは U モコンで本機の操作 
びでさません。 



題 」 S HI"! ii 

w w w _ w r 































































〔フラツトテレビとの連動操作 




SR + 連動モードを使用ずる 

SR+ ケーブルを使用して本機とノ（イオニア製 
フラットテレビを接続することで、じ(下の連動 
動作び巧能になります。 

• 音量や U スニングモードびテレビ画面に表 
示されます。 

-フラットテレビの映像入力び自動的に切り 
換わります。 

-フラットテレビび自動的に消音されます cJ 
詳しくは「フラットテレビの連動設定を行う」 
(46 ページ）をご覽になり、本機の設定を行つ 
て < ださい。 



1 端盈 S を醉 STANDARD ADVSURR | 



ミツドナイトアナ□ク Ayr テイマー スリーフ 

® 巧風風" 


奮 S 切» SR+ iPod CTRL 

(7)0®® 



1 本機とフラットテレビび SR + ケーブルで 
接続されていて、電源び入つていることをお認 
する。 

詳しくは「パイオニアフラットテレビとの接続」 
(已己ぺージ）をご覽ください。 

2 AV アンプボタンを巧してか 6 SR + (シフ 
卜 +8) を巧して連動モードを切り換える。 

フ□ントパネルに SR + ON または OFF び表示 
されます。 


因メモ 

1この機能は ON / OFF の切り換えび可能です。詳しくは「フラットテレビの連動設定を行う」 （4 日ページ）をご覧くだ 


















他機器のリモコン操作 


他機器を操作するための U モコン 
設定にごいて 

付属の U モコンを使って、本機外のパイオニ 
ア製品や他社の機器を操作することびでさま 
す。お手持ちの機器のプ U セットコードび U モ 
コンに登録されている場合は、該当するコード 
を呼び出すだけで操作でさるよラになります。 
ただし、プ U セットコードを呼び出してち、す 
ベての操作びでさなかったり、まったく操作で 
さないことちあります cJ 

なヒント 

- IJ モコンの設定中に AV アンプ ボタンを巧 
すと設定はキャンセルされます。 

- IJ モコンの設定中に]分間何も操作びない 
と自動的に設定はキャンセルされます。 


プリセットコードを呼び出す 




1 HDD 1 r gyp 1 riglS±l 

巧巧 a 国 

[チ：!- す-掃 1 1 クラス _] ( MPX 1 [D.ACCESSI 

AV アンプ 入力な班 

© 資， © 

[ マルチコント□-ル 1;レビ齡| — ~いらけ Abiil 1 


〇扁。巧感 

〇 〇 風 1 

t _ ,ぐ _ _ .^s. 


SR+ iPod CTRL 

0000 

^^39 一一 〔商 !■ ~{たじ卜 

1 DIRECT S ん LcD/STANDARD ADVSURR 1 


な gr テレビコント□—ル 1 

CJ| 風 C+3 C+J1 


1 AV アンプボタンを巧しなび6数をボタン 
の1を}甲す。 

U モコンの LED ランプび点滅します。 


2操作したい機器のマルチコント□ールボタ 
ンを巧す。2 

リモコンの LED ランプび点灯に変わります。 

3操作したい機器に U モコンを向けて、その 
機器に該当するメーカーコード（巨3ページ） 
を入力する。 

• 正しく設定されると電源 ON / OFF 信号び 
U モコンから送信され、操作したい機器の 
電源び日 N または日 FF に切り換わります。 

-メーカーコードび正し<入力されてち間 
違って入力されても手順2へ戻ります。 

-機器の電源び ON / OFF しない場合で、そ 
の機器に別のメーカーコードびある場合は、 
手順2から別のコードでやり直してみてく 
ださい。 

4他の機器もプリセツトコードを設定したい 
ときは手順2〜3を繰り返す。 

5 AV アンプボタンを巧して設定を終了する。 


@ メモ 

1テレビ関係のコード（テレビ、 CATV 、 衛星チューナーなど）は TV またはテレビ操作【シフト +DVR) ボタンにのみ 
設定することびできます。 

2 AV アンプボタンには登録できません。 


他機器のリモコン操作 


U モ n ン 



















^ 他機器のリモコン操作 




ダイレクトファンクシヨン機能を 
設定する 

• 工場出荷時の設定： ON 


ダイレクトファンクシヨンはマルチコント□ール 
ボタンを押したとさに、本機の入力を切り換え 
るかどうかを設定する機能です。オフにすると、 
入力は切り換わらずに U モコンの操作モードの 
み切り換わります。オンにすると入力も U モコ 
ン操作モードも切り換わります J 

1 AV アンプボタンを巧しなび6数をボタン 
の4を}甲す。 

リモコンの LED ランプび点滅します。 

2設定したいマルチコント□ールボタンを巧す。 

リモコンの LED ランプび点灯に変わります。 

3オンに設定したいとまは数字ボタン1を、 
オフに設定したいときは数字ボタン2を巧す。 

4 AV アンプボタンを巧して設定を終了する。 


リモコンの設定を初期化する 

U モコンに設定されたすベての機能を U セット 
して工場出荷時に戻します。 

• AV アンプボタンを}甲しなび6数字ボタンの0 
を3秒間巧し続ける。 

U モコンの LED ランプび 3 回点滅し、 U モコ 
ンに設定されたすベての機能を U セツトします。 


因メモ 

1 マルチコント□ールの テレビ操作【シフト + DVR ) にはダイレクトフアンクシヨンを設定できません。 





〔他機器のリモコン操作 



テレビの操作 

本機の U モコンにプ U セットコードを入力することで、他機器を操作できるよラになります。詳し 
くは「他機器を操作するための U モコン設定について」（己7ページ）をご覽ください。マルチコン 
卜□—ルボタンの TV またはテレビ操作を選択します。 


1ボタン 

機能 

機器 1 

テレビコント□ール 

(!) 

テレビ操作 ボタンにプ U セットコード設定した機器の電源を 
入/切します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

テレビコント□ール 
入力切換 

映像入力を切り換えます（機種によってはでさないをのびありま 
す)。 

テレビ 

テレビコント□—ル 
チヤンネル +/- 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

テレビコント□—ル 

音量 +/- 

音量を調整します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

入力機器む 

テレビや CATV の電源を入/切します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

音黃 

(シフト+ ►►) 

音声を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

CH +/- 

(シフト + T . EDn 7 
シフト+戻る） 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

ま做 

ま組表を表示します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

戻る 

RETURN または NEXT を選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

メニユー 

メニュー画面を選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

トップメニユー 

デジタル放送のメニュー画面を表示します。 

テレビ 


放送サービスを切り換えます。 

CATV 

数字ボタン 

チャンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

+10ボタン 

チャンネルを選択します （2 巧し^上の数値入力用）。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

決定/ DISC 

チャンネルを入力します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

♦ 巧定 

メニュー画面操作時に項目の遺択、調整をします。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 

地上アナ□グ 
(シフト + 4) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

地上デジタル 
(シフト+己） 

地上デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 


■J 

モ 

□ 

ン 

























^ 他機器のリモコン操作 




1ボタン 

機能 

機器 1 

BS 

(シフト+巨） 

BS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

ち 

(シフト+ 7) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、青ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

ホ 

(シフト+ 8) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、ホボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

緑 

(シフト+ 9) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
き、緑ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

黄 

(シフト+ 0) 

番組表やデータ放送番組で、項目を選んだり表示を切り換えると 
さ、黄ボタンとして使用します。 

衛星チューナー/テレビ 

CS 

(シフト+ +10) 

110度 CS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

d 

(►) 

デジタル放送のテレビ番組やラジオ番組に連動したデータ放送を 
表 TJX します。 

衛星チューナー/テレビ 

番組 情報 

番組情報を表示します。 

CATV / 衛星チューナ ー/ 
テレビ 


因メモ 

U モコンの テレビコント□—ルボ タンは、 テレビ操作（シフト + DVR ) ボタンにプリセツトコード 
を設定したテレビの操作に使用します。そのため、使用するテレビび]台のとさはマルチ コント 
□—ルの テレビ操作（シフト + DVR ) ボタンにプ U セツトコードを設定してくださし、 2 台のとき 
は テレビ操作（シフト + DVR ) ボタンに通常よく使うテレビのちを設定してください。 














〔他機器のリモコン操作 



他機器の操作 


本機の U モコンにプ U セットコードを入力することで、他機器を操作できるよラになります。詳し 
くは、「他機器を操作するためのリモコン設定について」（己 7 ぺージ）をご覽ください。プ U セッ 
トコードび入力された機器のマルチコント□ールボタンを選択します。 

ボタン 

機能 

機器 

入力機器む 

電源を入/切（スタンバイ）します。 

CD / MD / CD - R / VCR / 
DVD / LD/DVR プレーヤー 
/カセットデッキ 


再生中のトラック/チャプターの先頭に戻ります。続けて押すと、 CD / MD / CD - R / DVD / LD / 

前のトラック/チャプターの先頭に戻ります。 DVR プレーヤー 

►►1 

次のトラック/チャプターの先頭に進みます。続けて巧すと、 
に次のトラック/チャプターの先頭に進みます。 

さら CD / MD / CD - R / DVD / LD / 

DVR プレーヤー 

II 

再生や録音/録画を一時停止します。 

CD / MD / CD - R / VCR / 
DVD / LD/DVR プレーヤー 
/カセットデッキ 

► 

再生を開始します。 

CD / MD / CD - R / VCR / 
DVD / LD/DVR プレーヤー 
/カセットデッキ 

►► 

早送りします。 

CD / MD / CD - R / VCR / 
DVD / LD/DVR プレーヤー 
/カセットデッキ 

◄◄ 

早戻しします。 

CD / MD / CD - R / VCR / 
DVD / LD/DVR プレーヤー 
/カセットデッキ 

■ 

再生を停止します。 

DVR プレーヤー 


再生または録音/録画を停止します。 

CD / MD / CD - R / VCR / 

DVD/LD プレーヤー/ 

カセットデッキ 

♦録画 
(シフト+ ►) 

録音/録画を開始します。 

MD / CD - R / VCR/DVR プ 
レーヤー/カセットデッキ 

録画停止 
(シフト+ ■) 

録画を停止します。 

DVR プレーヤー 

数字ボタン 

トラック番号を入力して、トラックを選択します。 

CD / MD / CD - R / VCR/LD 

プレーヤー 


メニュー画面を操作します。 

DVD/DVR プレーヤー 

■J 

+10 ボタン 

10じ(上のチャプター/トラックを選ぶときに使用します（たとえ CD / MD / CD - R / DVD / 

ば、トラック13を選ぶとき、+10と3を押します）。 LD/DVR プレーヤー 

モ 

□ 


ン 



Ja 




















^ 他機器のリモコン操作 




1 ボタン 機能 機器 1 

ミ夫定 /D 旧 C 

ディスクを選択します。 

CD チェンジヤー 


ディスクを取り出します。 

MD プレーヤー 


ナビゲーシヨン画面を表示します。 

DVR プレーヤー 


ミ夫定 ボタンとして使用します。 

DVD プレーヤー 


再生面を切り換えます。 

LD プレーヤー 

トップメニユー 

トップメニュー画面を表示します。 

DVD / LD/DVR プレーヤー 

メニユー 

ディスクのメニュー画面を表示します。 

DVD / LD/DVR プレーヤー 

t 

一時停止します。 

カセットデッキ 


停止します。 

カセットデッキ 

決定 

再生を開始します。 

カセットデッキ 

和/今 

早戻し/早送りします。 

カセットデッキ 

/ 決定 

メニュー画面/項目を操作します。 

DVD / LD/DVR プレーヤー 

設定 

設定のメニュー画面を表示します。 

DVR プレーヤー 

番組情報 

ディスク情報を表示します。 

DVR プレーヤー 

CH +/- 

(シフト + T . EDIT / 
シフト+戻る） 

チャンネルを選択します。 

VCR/DVR プレーヤー 

音黃 

(シフト+ ►►) 

音声言語または音声チャンネルを切り換えます。 

DVD / LD/DVR プレーヤー 

き幕 

(シフト+ ◄◄) 

を言語収録のソフトで、字幕の表示/字幕言語を切り換えます。 

DVD / LD/DVR プレーヤー 

HDD 

(シフト+ !◄◄) 

HDD/DVD レコーダーで、八ードディスク操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 

DVD 

(シフト+ ■■) 

HDD/DVD レコーダーで、 DVD 操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 

ワンタッチダビング 
(シフト+トップ 
メニユ ー） 

DVD レコーダーのワンタッチダビング機能を実行します。 

DVR プレーヤー 

地上アナ□グ 
(シフト + 4) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

DVR プレーヤー 

地上デジタル 
(シフト+己） 

地上デジタル放送を選択します。 

DVR プレーヤー 

BS 

(シフト+巨） 

目 S デジタル放送を選択します。 

DVR プレーヤー 

CS 

(シフト + +10) 

110 度 CS デジタル放送を選択します。 

DVR プレーヤー 






























他機器のリモコン操作 


MD 

メーカー/ コー 

PIONEER 

DEMON 

KENWOOD 

ONKYO 

SHARP 

SONY 

TEAC 


CD-R 

メーカー/ コー ド 

PIONEER 

PHILIPS 

YAMAHA 


TAPE 


メーカー/ コード 


PIONEER 

800,814 

DEMON 

810 

FISHER 

813 

KENWOOD 

804,807 

ONKYO 

808,809 

PANASONIC 

803 

SONY 

801，80巨 

TEAC 

80 己 

VICTOR 

802 

YAMAHA 

811，812 

DAT 


メーカー/ コード 


PIONEER 

907 


DVR 

メーカー/ コード 

PIONEER 

4 已6,480 ,48 1，482 
483,484,487,488 
489,493 

PANASONIC 

48 曰,491，492 
SONY 490 

TOSHIBA 48 己 


LD 

メーカー/ コー 

PIONEER 

KENWOOD 

PANASONIC 

PHILIPS 

RCA 

SONY 


TV I TV 11 テレビ操作 1 

メーカー/ コード 

PIONEER 

曰00，曰31，曰32,曰33 
巨34,巨3己，巨3巨，巨37 
638,639,667,668 
669,670 

AIWA 660 

FUNAI 巨已8 

GE 曰]1,曰28 

GENERAL 巨 日日 

GOLDSTAR 610,623 

GRANDIENTE 630 

HITACHI 

日0日，巨24,日2己，巨日4 
MAGNAVOX 612,629 

MITSUBISHI 巨09 

NEC 巨已9 

PANASONIC 

608,622,671 
PHILIPS 607 

RCA 601,615,616,617 
618 


DVD 

メーカー/ コード 

PIONEER 

000,009,018,020 
021 


AKAI 

007 

DEMON 

010 

HITACHI 

012 

MICROSOFT 

017 

PANASONIC 

003,019 

PHILIPS 

013 

RCA 

008,01 1 

SAMSUNG 

005 

SHARP 

006 

SONY 

002,016 

THOMSON 

015 

TOSHIBA 

001 

VICTOR 

004 

ZENITH 

014 


SANYO 614,621 

SHARP 

巨02,巨19,巨27,曰巨 2 
SONY 巨04 

TOSHIBA 巨〇已，巨2巨，巨巨3 
VICTOR 曰] 3,曰曰已 

ZENITH 603,620 

VCR(VTR) 

メーカー/ コード 

PIONEER 

400,437,438,439 
FISHER 412,426,427 

GOLDSTAR 411 

GRANDIENTE 441 
HITACHI 

406,434,43巨， 4 巨已 
472 

MAGNAVOX 414 

MITSUBISHI 

409,420,421 ,422 
423,42 4,4 巨6,467 

470 

PANASONIC 

408,43 2,433,462 
463,473 

RCA 401，4] 3,4]已 

SANYO 

4] 0,42己， 43 己， 4 曰 8 

SHARP 

402,418 ,419,469 

471 

SONY 

404,41巨， 4] 7,4已 7 
4 已8,4己9,4曰0,4曰] 
47己，47巨，477,478 
TOSHIBA 40己，4曰4,474 

VICTOR 

407,428,429,430 
431 

ZENITH 403 


STB 巧り函亟1 
( CATV 、 BS デジタルチユーナー、 
BS デジタルチユーナー内蔵テレビ） 

メーカー/ コード 

PIONEER 

200,207,210,229 
231，232,234,2已3 
700,718 


A に HI DENSHI 734 
AIWA 己巨2,己巨3,已64 
BELL 208 

DX ANTENNA 732,733 
ECHOSTAR 20己 

FUJITSU 722,723,724 
HITACHI 己己巨， 72] 

JERROLD 

701，702,703,704 
711,712,713,714 
715,716 
MASPRO 

已已9,已曰0,已巨1，729 

NEC 720 

PANASONIC 

22巨，230,已已8,72已 
726,728 

PRIMESTAR 20巨 

RCA 201,203,209 
SA 70己，70巨，708,709 
731 

SHARP 已已4 

SONY 202,已已7 

SUMITOMO 730 

TOSHIBA 

228,已已己，719 

VICTOR 

227,已已1，已已2,已已3 
ZENITH 707,710,717 

CD 

メーカー/ コード 

PIONEER 300 

DEMON 309 

KENWOOD 

310,311,321 

MARANTZ 323 

ONKYO 307,308,320 
PANASONIC 304,32巨 
PHILIPS 312,322 

RCA 302,319 

SANYO 313 

SONY 

301，31日，317,318 

TEAC 

30 己， 30 巨，324,32已 
327 

VICTOR 303 

YAMAHA 3] 4,3]己, 328 


メーカーコードリスト 

下のメーカーコードを本機の U モコンにプ U セットすることでその機器を本機の U モコンで操作 
することびでさるよラになります。 

メーカーコードにあるメーカーのプ U セットコードをすべて呼び出しても、メーカーや機器によっ 
ては操作できなかったり異なるはたらきをすることびあります。 


8 6 3 5 2 14 
0000000 

9 9 9 9 9 9 9 
〇 ’ 

〇 

9 


U モ n ン 


5 6 7 
4 4 4 
333 


136471 

100000 

〇’ 已’ 

〇 〇 










第12章： 

その他 

故障かな？と思った S 

故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本 
機！;(外の原因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお 
調べください。 

1；(下の項目を調べても直らないとさは、修理を依頼してください。 


活が 改善策 

ま般 


電源び入らない。 

電源プラグを抜いて、ちう一度差し込んでください。 

スピーカーケーブルの芯線び U アパネルに接触していないか確認し 
てください。接触していると電源び自動的に切れます。 

電源び自動的に切れてしまうようなとさは電源プラグを抜いて、パ 
イオニアカスタマーヴポートセンターへご連絡ください（裏表紙参 
照^。 

自動的に電源び切れて 
OSTANDBY / ON ボタンの 
ランプび点滅している。 

1分間待ってから電源を入れてみてください。それでも同じ症状び 
繰り返されるとさは電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーヴ 
ポートセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

入力切換を合わせてち音声 
び出ない。 

機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接続」 
(1 日ページ）をご覽ください。 

消音 ボタンを押して、ミュートを解除してください。 

入力信号の選択び正しいか確認して<ださい。詳し<は「入力信号 
を選択する」 （33 ページ）をご覧ください。 

入力切換を合わせてち映像 
び出ない。 

機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接続」 
(1 日ページ）をご覽ください。 

入力切換 ボタンを押して、正しい入力に合わせてください。 

ラジオ受信中に雑音び多い。 

アンテナを接続して最良な受信位置へ設置してください （18 ペー 

バ） 

受信び良好になるようにアンテナケーブルを十分に伸ばして壁に貼 
り付けるなどしてください。 

FM 屋外アンテナを接続してください。 

受信び良好になるように、アンテナのち向と位置を変えてください。 
AM 屋外アンテナまたは室内アンテナを接続してください。 

雑音を生じさせる機器の電源を切るか、または本機から遠ざけてく 
ださい。 

雑音を生じさせる機器から、アンテナを遠ざけてください。 

放送局び自動的に選ばれない。 

屋外アンテナを接続してください （18 ページ)。 

サラウンドまたはセンター 
スピーカーから音び出ない。 

スピーカーび正しく接続されているか確認してください （1 9ぺージ)。 
「スピーカーの設定を行う」 （42 ページ）ををう一度確認してくだ 
さい。 


• 「スピーカー出カレベルを設定する」 （43 ページ）でスピーカーの 
出カレベルをちラー度確認してください。 














症が 


改善策 


サブウーファーから音び出 
ない。 

サブウーファーを正しく接続して、電源を入れてください。 

サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ュームを上げてくだ 
さい。 

再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE 
チヤンネルび含まれていない。 

サブウーファーの設定を YES または PLUS にしてください。詳し 
くは「スピーカーの設定を行う」 （42 ページ）をご覽ください。 
「LFEATT (LFE アッ テネーター)」 （3 己ぺージ）を LEATTO ま 
たは LFEATT1 0 にしてください。 

カセットデッキを再生する 
と雑音び出る。 

雑音び消えるまで、カセットデッキを本機から離してください。 

DTS で収録されたソフトを 
再生しても音び出ない（ま 
たは雑音び出る）。 

再生機器のデジタル出カレベルを、最大から中間くらいにしてくだ 
さい。 

DTS フオーマット CD の 
サーチ中に雑音び聞こえる。 

故障ではありませんび、スピーカーから雑音び大音量で出力されな 
いように、 DTSCD のサーチ中は本機の音量を下げてください。 

U モコンび操作でさない。 

電池を交換してください （4 ページ)。 

フ□ントパネルの U モコン受光部から 7 m、 左ち3ぴの範囲で操 
作してくださいに4ぺージ)。 

障害物を取り除くか、別の場所に移動させてください。 

IJ モコン信号受光部に強い光び当たらないようにしてください。 

ディスプレイの表示び暗い、 
または表示されない。 

IJ モコンの デイマー ボタンを押して、表示部の明るさを選択してく 
ださい。 

何らかの操作のあと、ディ 
スプレイ表示び点滅する。 

USB メモ U —び本機で認識 
されない。 

操作禁止を意味します。入力信号や U スニングモードによっては選 
択でさない機能びあります。 

一度電源を切ってから、再度電源を入れてみてください。 

US 目端テに正しく接続されているかどうか確認してください。 

USB メモ U - のフォーマットび FAT 16または FAT 32 であるか 
どラか確認してください。 FAT ] 2、 NTFS 、 HFS は本機で再生す 
ることびでさません。 

USB 八ブには対応していません。 

USB ERR 3 と表示され 

US 目メモ U —の再生びでさ 
ない。 

「 US 巨メモ U —を再生する」の「重要」（日3ページ）のすベての項 
目を確認、実行し、それでを USB ERR 3 び表示されるとさは、パ 
イオニアカスタマーヴポートセンターへご連絡ください。 

US 目メモ U —のファイルを 
再生でさない。 

著作権保護のかかった WMA や MPEG -4 AAC のファイルを本機で 
再生することはでさません（パソコンなどで CD などの音楽データを 
取り込む場合、設定によっては著作権保護びかかることびあります)。 
再生しようとしているファイルの圧縮フォーマットに本機び対応し 
ているかどうか確認してください（己4ページ)。 

U モコンの►ボタンを巧し 
ても US 目を再生しない。 

U モコンび US 目モードになっていません。 iPod USB を押して U 
モコンを US 巨モードにしてください。 



















症が 

HDMI 


改善策 


映像と音声の両方び出ない。-ソース機器の仕様によっては AV アンプを通しての HDMI 接続びで 

さない場合びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさ 



はソース機器と本機を D 4 ビデオ、コンポジットビデオコードのい 
ずれかで接続してください。 

• VSX - Q ス8\/のか-. 本機は HDCP に対応しています。ご使用の機 
器び HDCP 対応かどうかをご確認ください。 HDCP 非対応のとき 
は D 4 ビデオ、コンポジットビデオコードのいずれかで接続してく 
ださい。 

映像び出ない。 

-ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフォーマッ 
卜び出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、 
D 4 ビデオ、コンポジットビデオコードのいずれかで接続してくだ 
さい。 

• VSX -918 V のみ’. 

ーソース機器の映像び影響している可能性びあります。ソース機器の 
解像度設定や DeepColor の設定などを調整してください。 

- 「NOT SPT (NOT SUPPORT )」 と表示される場合は、ソース機 
器の解像度設定や DeepColor の設定などを調整してください。 

OSD 画面び表示されない。 

• テレビを HDMI で接続している場合は OSD 画面は表示されません。 
D 4 ビデオ、コンポジットビデオコードのいずれかで接続してくだ 
さい。 

音声び出ない、またはとざ 
れる。 

-ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を 
正しく設定してください。 

• MS 乂 -91 SM のか'. 

一 DVI 機器と接続しているとさは、音声び出ません。別途音声の接 
続を行ってください。 

一 AV 調整機能の HDMI 設定び 「 THRU 」 になっています。 「 AMP 」 
に設定してください。 

- ys 乂る wy のか'. ソース機器の音声を本機で聞く場合は、アナ□グ 
またはデジタル音声ケーブルでの接続ち行ってください。 

VSX -918 V のみ -. 「HDCP 
ERROR 」 と表示される。 

• HDCP に対応していない機器び接続されています。 D 4 ビデオ、コ 
ンポジットビデオコードのいずれかで接続してください 。 HDCP 
に対応した機器でも表示されることびありますび、映像びとぎれな 
く出力されているとさは不具合ではありません。 










〔その他 


HDMI 接続に関ずるご注意 

( VSX -9 丽のみ) 

本機を経由して ソース 機器 ( DVD プ レー ヤーや 
ビデオデッキ、セットトップボックスなど）と 
TV (モニター ） を HDMI ケーブルを使って接続 
すると、映像や音声び出力されないことびあり 
ます （ソース 機器の仕様により、 AV アンプを 
経由して TV に映像や音声を出力できないこと 
びあります）。このようなとさは、接続している 
ソース 機器の メーカーに お問い合わせください。 
AV アンプを経由して TV に映像や音声を出力 
でさない ソース 機器をそのままお使いになると 
さは、下記の接続例の方法に変更すると映像や 
音声を出力でさます。 

接続例1 

ソース機器と TV を HDMI ケーブルで直接接続 
して < ださい。 

本機とソース機器を音声ケーブルを使って接続 
してください。このとさ TV の音量は最ルにし 
て < ださい。 


@ メモ 

1- HDMI 入力端テび]系統の TV からは、直接接続したソース機器の映像のみ出力されます。 

-ソース機器によっては、2チヤンネル音声しか出力されないことびあります（これは、ソース機器び TV の音声チヤ 
ンネル数に合わせるためです）。 

-ソース機器を切り換えるとさは、本機と TV の入力を両方切り換えてください。 

- HDMI 端テに入力される映像を TV で見るときは、 TV の入力を HDMI に切り換えます。このとき TV の音量は最小 
に調整してください。 


その他 






工場出荷時の設定一覽 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

AV 調整機能 

MIDNIGHT (ミッドナイト） 

OFF 


LOUDNESS (ラウドネス） 


BASS 他音） 

0服 


TREBLE (高音） 

0服 

34 

C WIDTH (センター幅） 

3 

DIMEN . (ディメンション） 

0 


PNRM . (パノラマ） 

OFF 


EFFECT (エフェクト） 

70 ( X - STERE 0 選択樹ま 90) 


デュアルモノラル 

chi 


DRC (ダイナミックレンジコント□-ル） 

OFF 


ダイア□グエン八ンスメント 

OFF 

35 

DELAY (サウンドディレイ） ( VSX が 8 V のみ) 

0.0フレーム 

LFEATT ( LFE アッテネーター) 

0犯 


HDMI ( VSX -918 V ( D ^) 

AMP 


システムセットアップ設定 

スピーカー出カレベル 

0 d 目（補正無し） 

37、43 

スピーカーまでの距離 

すべて 3.0 m 

38、44 

アコーステイックキヤ U ブレーシヨン EQ 

OFF (MCACC 設定後は ALL CH ) 

39 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域0 dB (補正無し） 

39 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

すべて SMALL (ル）※ 

42 

サブウーファー 

YES (有り）※ 

42 

ク□スオーバー周波数 

100 Hz 

42 

デジタル入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

44 

D 4 映像入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

4己 

HDMI 入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

4己 

フラットテレビの連動設定 O / S ん978ンのが 

OFF 

46 

その他 

入カフアンクシヨン 

DVD / 巨 D 

己、33 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化します） 

33 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

29 

PHASE CONTROL 

ON 

9 

サウンドレト U バー機能 

OFF 

31 

スピーカーシステム A/B 

SP^A 

21 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

24 


※本機にはサブウーファー検出機能びついています。サブウーファーび接続されていない場合 
は変更します。 













































〔その他 


本機を初期化する 

下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷 
時の状態に初期化します。初期化はフ□ントパ 
ネルで行います。 

1本機の電源をスタンバイが態に切り換える。 

2 ADVANCED SURROUND ボタンを巧しな 
が6 6 STANDBY / ON ボタンを約3砂間巧し 
続ける。 

3表示部に RESET ? と表示をれた6、 ST - 
ボタンを巧す。 

表示部に 0 K ? と表示されます。 

4 SOUND RETRIEVER ボタンを f 甲す。 

表示部に OK と表示され、本機び工場出荷時の 
状態に初期化されたことを示します。 


電源コードについてのミ主意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り扱って 
ください。ショートや感電の原因となるため、 
コードを引っ張ってプラグを抜いたり、濡れた 
手で電源コードに触れたりしないでください。 
電源コードを傷つけないため、本機や家具の下 
敷さにならないようにしてください。電源コー 
ドは結び目を作ったり、他のコードと一緒に結 
んだりしないで < ださい。 

電源コードは、踏みつけられないように配線し 
てください。破損したコードは乂災や感電を引 
さ起こします。電源コードに破損びないかを定 
期的に確認してください。 

もし破損していたら、お買い上げの販売店へ交 
換を依頼してください。 


本機のお手入れにごいて 

• 磨さ巧や乾いた布で、表面のほこりや巧れ 
を技:さ取ってください。 

-表面び巧れているとさは、中性洗剤を水で 
己〜6倍に薄めたものに柔らかい布を浸し 
てよく絞って、巧れを}式き取り、乾燥した 
巧でから}式きします。家具用のワックスや 
洗剤は使用しないでください。 

-製品の表面びさびることびありますので、 
シンナー、ベンジン、殺虫剤などを製品に 
かけたり、製品の近くで使用しないでくだ 
さい。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちの 
です。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しぶラ。 

ステレオの音量は、あなたの必びけ次第で大さ 
くもルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすい 
ちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配り 
ましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を開 
め、お互いに必を配り、快い生活環境を守りま 
しぶラ。 




保証とア フターヴー ビス 


巧証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていたださ、 
内容をよくお読みのラえ、大切に保管してくだ 
さい。 

巧話期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の保ち期聞 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち 
切り後8年間保有しています。性能部品とはそ 
の製品の機能を維持するために必要な部品です。 


修埋に関するご質巧、ご相談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？ 
と思ったら」の項目をご確認ください。それでを 
異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、 
販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
答品などで、お買いまめの販売店に修理のご依頼 
びでさない場合は、裏表紙の「ご相談窓□のご案 
内」•「修理窓口のご案内」をご覧になり、修理受 
付センターにご相談ください。 


■ 連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

-製品名： AV マルチチヤンネル-アンプ 
• 型番： VSX -9 1 8 V / VSX - 己] 8 V 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容（でさるだけ詳し <) 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標（建物や公園など) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が週ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を巧ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用!;!外での使用（例：店舗などにおける 
BGM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ1」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点巧1 


-電源コードや電源プラグ 




り 

このよラな症!犬は 
ありませんか 

が異常に熱 < なる。 

-電源コードにさけめやひ 
び割れがある。 

-電源が入ったり切れたり 
ずる。 

•本体か5異常な音、熱、 
臭いがする。 


ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐ 
に電源を切り、電源プラグを 
コンセントか5巧を、必ず版 
売店にご相談ください。 


K026_A_Ja 



















ヴー ビス ステー シヨン IJ スト 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちは;'中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•化海道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 

FAX 

FAX 

FAX 

FAX 

011-611- 已日 94 
01 巨巨-已巳 -7207 
01已已 -23-77 已7 
0138 -40 -巨473 

受付月〜金9:3□〜18:00 (± .曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付日:30〜1吕:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

〒〇日 4-0822 札幌市中央区北2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干 070-0831 旭川市旭町1条 1T 目 438-89 
干080 -00] 日帯広市西日条南 28T 目1-] 

干041 -08 ] 1函館市富岡町 2- 1 8-7 

•ま化地区 



受付月〜金日:30〜1 s : oo 化.曰•祝.弊社休業日は除く） 



☆拠点は、±曜ち受付9:30〜] 2:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

☆仙台サービスセンター 

FAX 

022-37 己-499巨 

〒日 Sl-3]2] 

仙台市泉区上谷刈 6-10-2 目 

山形サービス認定店 

FAX 

023-日]已 -1627 

干 990-0023 

山形市松波 1-8- 17 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-991-7466 

〒吕巨 3-886] 

郡山市鶴見坦 1- 日-2已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

0] 9-6 已 9- 189已 

干 020-00 已] 

盛岡市下太田下り1原1巳3-1 

青森サービス認定店 

FAX 

0] 7-73 已 -2438 

干030 -08 吕] 

青森市勝田 2-1 日-10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0] 78-44-33 己] 

干031 -0802 

八戸市ル中野 3-16-8 

が田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 

干 0] 0-0802 

が田市か旭川宇梶の目34已 -1 

参東京都内 



受付月〜± 9:30〜18:00 (曰-祝■弊社休業曰は除く） 

世田谷サービスステーション 

FAX 

03-3419-4234 

干1己已 -0032 

世田谷区代ミ尺 4-2 已 -9 

化ま京サービスステーション 

FAX 

03-3944-7800 

干1 70-0002 

豊島区巣鴨1 -9-4 第兰义なビル1 F 

を摩サービスステーション 

FAX 

042-已24-已947 

干1 90-0003 

立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 1F 

•関ま*甲信越地区 



受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社イ木業曰は除く） 




☆拠点は、±曜を受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

☆千葉サービスセンター 

FAX 

043 -207-2 已已已 

干 263-00] 4 

千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実/ \イツ1 F 

松戸サービス認定店 

FAX 

047 -340- 已〇已2 

干270 -0021 

松戸市小金原 4-9-23 

水戸サービス認定店 

FAX 

029 -248- 1306 

干310 -0844 

水戸市住吉町307 -4 

つくばサービス認定店 

FAX 

0298-已 8- 1369 

干30已 -004 已 

つくば市梅園 2-2 -巨 

☆埼玉サービスセンター 

FAX 

048-巨已] -8030 

干331-08]2 

さいたま市化区宜原町 1-310-1 

川越サービス認定店 

FAX 

049 -233 -巨已81 

干3已 0-0804 

川越市下広谷1 128-1 1 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

028-巨已7-已882 

干321-09]2 

宇都宮市石井町 3373-1 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270 -22- 18已9 

干 372-0801 

伊勢崎市宮テ町] 191-17 パヴージュ808伊勢崎101号 

新漏サービス認定店 

FAX 

02已 -374 -已7已6 

干9已 0-0982 

新潟市中央区お之内南1 -20-1 1 

佐渡サービス指定店横山電機商会 

FAX 

〇吕已9-白 3-3400 

干9己 2-1 209 

佐渡市金井町千種11已8-] 

☆ネ申奈川サービスセンター 

FAX 

04巳- 943-3788 

干 224-0037 

横お巿都筑区をヶ崎南 2- 1 8- 1ベルデユール茅ヶ崎 

横浜サービス認定店 

FAX 

04已 -348-8661 

干240 -0043 

横お巿保±ヶ谷区坂本町2已〇 

ネ申奈川西サービス認定店 

FAX 

04巨- 23] -1209 

干 243-042 吕 

海を名市中新田 4- 10-已3中山ビル 1F 

兰宅島サービス指定店勝見電機 

FAX 

04994-日 -1246 

干100 -121 1 

兰宅村大字坪田 

松本サービス認定店 

FAX 

0263-48-0575 

干390 -08 已2 

松本市大字島立 180-5 1 てイオニア松本拠点1 F 

長野サービス認定店 

FAX 

026 -229 -已2已〇 

干380 -093 已 

長野市中御所 1-24 

甲府サービス認定店 

FAX 

〇已已 -228-S003 

干400 -003 已 

甲府市飯田 4-9- 14 

•中部地区 



受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

☆名ち匡サービスセンター 

FAX 

〇已2-已 32-1 148 

干4己]-00巨3 

名ち屋市西区押切 2-8-1 8 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已巨 4-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大和町字荒田3日-1大和ビレッジ B-] 

まサービス認定店 

FAX 

〇已 9-2 13-巨 7] 2 

〒已 14-0821 

津市垂水已22-已 

岐阜サービス認定店 

FAX 

〇已 8-274 -己2已6 

〒已〇 0-83 已6 

岐阜巿六条江ま 1-1-3 

静岡サービス認定店 

FAX 

0己 4-23 巨-40巨3 

干 422-8034 

静岡市駿巧区高お 1-17-1 7 

沼津サービス認定店 

FAX 

〇已已 -967-S4 已已 

干410 -0876 

おま市化今沢1 2-7 

お松サービス認定店 

FAX 

〇已 3-422- 1401 

干43已 -0042 

ミ兵ネ公巿東区搞ヶ瀬町41已ビラモデ J レナ已号 

金沢サービス認定店 

FAX 

07巨-240 -0 巳己0 

干920 -0362 

金沢市ち府3-目 0- ] K2 ビル1 F 

富山サービス認定店 

FAX 

07巨-42已 -3027 

干 939-82] 1 

富山市二□町 1-7-] 

福井サービス認定店 

FAX 

077日- 27- 17巨8 

干910-0001 

福井市大願寺3-已 -9 














参関西地区 


☆大阪サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

大阪南ヴービス認定店 

FAX 

0722-7 己- 2 巨 2 己 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 -2 巨己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-2 巨已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 日 

京都サービス認定店 

FAX 

07已 -3 已 2-2 已88 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-3 巨-8713 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773-24 -已37已 


受付ち〜金目:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒己巨 4-00 已2日义田市広芝田 J 已 -8 

〒已日 3-8322 巧市西区ま义野町 1-8-1 已□-ズマンション 1F 
干6已 1-0093 巧戸巿中央区二宮町 1T 目] 0-1 □-レル兰宮ノースアベニュ ー1F 
〒日71 -0224 姫路市別所町佐± 1-126 
〒日4 1-002] 和歌山市和歌浦ま 3-1-2 已 

干 600-8322 京都巿下京区西洞院通五条東南角ル柳巧已1 3-2 五条义保田ビル1 F 

干630 -8 132奈良市大森西町2 1-2 目 

〒日 20-00 已已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


♦中国.四国地区 


☆広島サービスセンター 

FAX 

082 -248-9939 

岡山サービス認定店 

FAX 

08 巨- 244-8748 

松江サービス認定店 

FAX 

08 已 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

0849 -31-279] 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08 己 7-28-801] 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834-33 -已 7 已 9 

高松サービスステーション 

FAX 

087-861-4841 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-669-6076 

高知サービス認定店 

FAX 

088 -802-332] 

お山サービス認定店 

FAX 

08白- 9]1- 已巨08 


受付ち〜金日:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付日:3□〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干730 -004] 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1F 
干700 -097 已岡山市今 8-1 己- 2] 

〒日日 0-00 17松江市西ま田 4-5-40 (有）テクピット内 
干 720-0815 福山市野上町 3- 1吕 -9 
干680 -0934 鳥取市徳尾 422-2 
干 745-0006 周南市花富町3-]1森広事務所 1F 
干 760-0078 高松市今里町 1-16-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須 92- 1大松ジョ U 力地下1階103号 
干780 -0051 高知市愛ち町 3-12-13 晃栄ビル1 F 
干79 1-80 13ホ公山市山越已 -12-8 


>九州地区 

☆福岡サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 
宮崎サービス認定店 


FAX 

092 -4] 2-74 白 0 

FAX 

093 -941-83 已 4 

FAX 

092 -4 巨 1-1 巨 43 

FAX 

09己- 849-4 日0日 

FAX 

096 -331-3323 

FAX 

097-已已 1-2049 

FAX 

099 -201-3803 

FAX 

098已 -27-3] 3巨 


受付月〜金日:30〜18:00 (± ■曰■祝-興社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多医博を駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本] T 目 9-4 植田ビル 1F 
干81 2-0006 福岡市博を区上牟田2-目 -7 
干8已2-8]4已長崎市昭和 1T 目] 2-10 ク U スタル八イツ平野 
干8目 2-09 18熊本市花立日 T 目 14- 17 
干870 -092] 大分市欧原 3-23-1 已曰商ビル101 
干890 -004 日鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド 2]1F 
干880 -082] 宮崎市浮城町 98-1 


•沖縄県 

ミ中縄 サービスステーション 


TEL 098-879-19] 0 
FAX 098 -879- 13已2 


受付月〜金日:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 
〒日 01-21 13浦添市大平 2-2 -巨ひろえ八イツ]02 


平成20年吕月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 










仕様 


アンプ部 

実用最大出力 ( JEITA 、 1 kHz 、 1日〇/〇、 6 Q ) 

フ□ント . 130 W/CH 

センター .130 W 

サラウンド . 130 W/CH 

定格出力（ステレオ動作時）] kHz 、 1.0%、 6 Q 
. 100 W + 100 W 


定格出力（サラウンド動作時） 

20 Hz - 20 kHz ' 日.日8 %、目 Q 

フ□ント . 65 W/CH 

センター . 目己 W 

サラウンド . 65 W/CH 


才ーディオ部 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 kQ 

周波数特性 

LINE 系 . 己 Hz 〜]日0 kHz 、 亡旨 d 巳 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33己 mV /2.2 kQ 

トーンコント□ール 

BASS . ±6犯(100 Hz ) 

TREBLE . ±6 dB (10 kHz ) 

LOUDNESS . (音量- 6 日犯時） 

+ ] 日 d 目/+已 d 巳(100 Hz / 10 kHz ) 
SN 比 （ IHF 、 シヨートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 . 96服 

ビデオ部（コンポジット） 

入力端子（感度/インピーダンス）…] Vp - p /7 己 Q 
出力端子（レベル/インピーダンス） 


. 1 Vp - p /7 已 Q 

SNt ヒ . 已己 d 巨 

周波数特性 . 已 Hz 〜]日 MHz 、 ^ d 目 


ビデオ部 （ D 4 ビデオ） 

入力端子（感度/インピーダンス）…] Vp - p /7 已 Q 
出力端子（レベル/インピーダンス） 


. 1 Vp - p /75 Q 

SNt ヒ . 已已 d 己 

周波数特性 . 已 Hz 〜]日 MHz 、 目 

HDMI 部 

入力端子 . 19ピン x 2 

出力端子 . 19ピン（己 V 、已已 mA ) 


FM チユーナー部 

受信周波数 . 76.日 MHz 〜9日.日 MHz 

実用感度 ..... モノラル： ] 己. 2 d 目 f (1.6/ A //7 已 Q ) 
S / N 已〇犯感度 

. モノラ J レ： 2日. 2 d 目 f (2.8 心 V /7 已 Q ) 

ステレオ： 41 .2 dBf (3 ] .6 が II ろが) 

SN 比 （8 己 dBf 入力時） . モノラル： 7目犯 

ステレオ： 72 d 目 

高調波歪率 . ステレオ：日.己％ (1 kHz ) 

実効選択度 . 6已 d 目 （±400 kHz ) 

ステレオ セパレーシヨン . 40 dB (1 kHz ) 

周波数特性 . 30 Hz 〜]己 kHz (±1 dB ) 

アンテナ . 7已 Q 不均衡型 


AM チユーナー部 

受信周波数 . 已22 kHz - 1629 kHz 

受信感度（付属ループアンテナ） . 3已日/ A//m 

SN _ b ヒ . 已0 dB 

アンテナ . ループアンテナ 


電源部-その他 

電源 . AC ] 00 V 、 已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 180 W 

スタンバイ時 . 0.5 W 

が形寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

. 42 日 mmx ] 已 8 mm x 3 己 2 .曰 mm 

質量（本体のみ） . 8.7 kg 

付属品 

セットアップ用マイク . 1 

U モつン . 1 

単 3 形乾電池（動作確認用） . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

保証書 . 1 

取扱説明書（本書） . 1 


因メ E 

仕様と外観は改良のため予告な<変更すること 
びあります。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づ 
き製造されています。 Dolby 、 ドルビー、 

Pro Logic 、 ダブル D 記号及び AAC □ゴ 
は、ドルビーラボラト IJ ーズの商標です。 


「 DTS 」 は DTS 社の登録商標です。「96/24」 
は DTS 社の商標です。 




















































まを上のご注意 

•ま全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は巧のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人び死こまたは重傷を負う可能性び想定される 
内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人び損害を負う可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 

A A 記号はを意(警告を含む）しなけれ 
ばな5ない内容であることを示してい 
まず。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場 
合は感電を意)び描かれていまず。 

0記号は禁止(やってはいけないこと） 
を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
す。 

参記号は行動を強制したり指示ずる 
内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場 
合は電源プラグをコンセントか5巧け） 
び描かれています。 



A 警告 


異常時の処置 


設置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると乂 
災-感電の原因となります。すぐに機器 
本体の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に修 
理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対におやめください。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電 
V |^ 源プラグをコンセントから抜いて販売店 

にご連絡ください。そのまま使用すると 
乂災•感電の原因となります。 


€ 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いた巧で取り除いて 
ください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 


0 


電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないよラに 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないようにしてください。コード 
び傷ついて、乂災•感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆うことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまうことびあります。 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損し 
た場合は、機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡ください。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 


0 


• 放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し、。内部に熱びこわり、乂災の原因とな 
ることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 






• 電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。コードの被覆び溶けて、乂災-感 
電の原因となることびあります。 


• 了レビ、才一 X ィオ機器、スヒーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ<読み、電源を切り、 
説明に従って接続してください。また、 
接続は指定のコードを使用してください。 




0 


着脱式の電源コード（インレットタイプ） 
び付属している場合のご注意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用す 
ることを目的とした専用部品です。他の電 
気製品ではご使用になれません。他の電気 
製品で使用した場合、発熱により乂災•感 
電の原因となることびあります。また電源 
コードは本製品に付属のちの ■ L ソ外は使用し 
ないでください。他の電源コードを使用し 
た場合、この機器の本来の性能び出ないこ 
とや、電流容量不足による発熱から乂災 • 
感電の原因となることびあります。 

本機の上に乂びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないでください。乂災の原因と 
なります。 


使用方法 


使。廣境 


(§) 

Q 

0 


この機器に水び入ったり、めらさないよ 
ラにごミち意ください。乂災-感電の原因 
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺 
での使用は特にごミち意ください。 

• 風呂場、シャワー室等では使用しないで 
ください。乂災-感電の原因となります。 

• 表示された電源電圧（交流100ボルト已〇 
Hz /60 Hz ) iU がの電圧で使用しないでく 
ださい。乂災-感電の原因となります。 

• この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 （ DC ) 電 
源には接続しないでください。乂災の原 
因となります。 


(§) 

0 

0 


• 本機の上になびん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、内部に入った場合、乂災•感 
電の原因となります。 

• めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあ0ます。 

• 本機の通風孔などから、内部に金属類や 
燃えやすいちのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごミち意ください。 

• 本機のカバーを外したり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、乂災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご依 
頼ください。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に巧げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したりしないでください。コード 
び破損して义災-感電の原因となります。 
コードび傷んだら（お線の露出、断線な 
ど)、販売店に交換をご依頼<ださい。 

• 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 


A ミ主意 


設置 

〇 

0 

0 

0 


電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んで<ださい。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して乂災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびあります。 

本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりの多い場所に置かな 
いでください。乂災-感電の原因となる 
ことびあります。 


A 

0 

〇 

0 

Q 
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0 « 指定政がの電池は使用しないでください。 

また、新しい電池とちい電池を混ぜて使 
用しないでください。電池の破裂、液漏 
れにより、乂災-けびや周囲を巧損する 
原因となることびあります。 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス (+) マイナス(一 ） の向さ)にを意し、 
表示どおりに入れてください。間違える 
と電池の破裂、液漏れにより、乂災•け 
びや周囲をミち損する原因となることびあ 
ります。 

0 «長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
乂災、けび、周囲を巧損する原因となる 
ことびあります。もし液び漏れた場合 
は、電池ケースについた液をよく拭さ 
取ってから新しい電池を入れてくださ 
し、。また万一、漏れた液び身体についた 
時は、水でよく洗い流してください。 

0 ® 電池は加熱したり分解したり、乂や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災、けびの原因となる 
ことびあります。 


使用方法 

長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れたり、壊れたりしてけびの原因にな 
ることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は、 
ま全のため必ず瓢プラグを]ンセント 
から抜いてください。 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグを]ンセントから抜き、 
外部の接続コードを外してから、行って 
ください。コードび傷つさ乂災-感電の 
原因となることびあります。 
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さ < いん 

本機を操作するとさの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


5日音順 

アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ 


. 32, 39 

圧縮ファイル . 己4 

アナ□グ ATT (インプットアッテネーター） 

. 24, 27 

アンテナの接続 . 18 

エフェクト . 34 

オー h サラウンド . 29 

ク□スオーバー周波数 . 42 

工場出荷時の設定一覽 . 68 

サウンドディレイ . 3己 

サウンドレト U ノ（一 . 31 

サラウンド . 己，29 

システムセッ h アップ . 36 

仕様 . 73 

初期化 . 58, 69 

ステレオ . 30 

スピーカーシステム . 21 

スピーカー出カレベル . 37, 43 

スピーカーの接続 . 19 

スピーカーの設定 . 42 

スピーカーまでの距離 . 38, 44 

接続コード . 10 

設胃 . 4 

セットアップ用マイク . 6 

センター幅 . 34 

その他の設定 . 46 

ダイア□グエン八ンスメント . 3己 

ダイナミックレンジコント□ール . 3己 

ダイレクト再生 . 31 

ダイレクトファンクション . 己8 

他機器の操作 . 日7, 6] 

聴感によるスピーカーの設定 . 41 

低音/高音 . 34 

ディスプレイ . S 6 

ディメンション . 34 

デジタル入力 . 44 

テレビの操作 . 己9 

デュアルモノラル . 3己 

電源コード . 21，69 


入力信号 . 33 

入力に関する設定 . 44 

ノくーチヤルサラウンドバック .3 S 

パノラマ . 34 

フラットテレビとの連動操作 . 己己 

フラットテレビの連動設定 . 46 

プ U セッ h 〕一 K . 己7 

フ□ント映像入力 . 17 

フ□ント音声入力 . 17, 33 

フ□ントサラウンド-アドバンス . 31 

フ□ントパネル . 2己 

へッドホン . 26 

ホームシアター . 已 

補正カーブ . 39,40, 41 

保証 . 70 

マルチチヤンネルアナ□グ . 12, 33 

ミッドナイト . 34 

メーカーコード U スト . 63 

予備コンセント . 21 

ラウドネス . 34 

ラジオ . 18, 47 

U モコン . 4,22，己7 

録画/録音 . 49 

アルファベット順 

AC OUTLET . 21 

ADVANCED SURROUND . 30 

A.LC .30 

Auto MCACC .6 

AV 調整機能 .34 

BASS/TREBLE .34 

Channel Level .43 

Crossover Network .42 

D 4 日央像 ( D 4 Input ).1 己， 4 已 

DELAY .3 已 

Di 呂 ital Input .44 

DIMEN .34 

DRC .3 己 

EFFECT .34 

EQ AUTO Setting .39 

EQ Data Check .41 

EQ Data Copy .39 
















































































EQ CUSTOM 1/2 Adjust . 

Fine Ch Level . 

Fine SP Distance . 

HDMI .16,35, 

Input Assi 呂 n . 

iPod . 

LFEATT ( LFE アッテネーター） . 

LOUDNESS . 

Manual MCACC . 

Manual SP Setup . 

MIDNIGHT . 

MPEG -2 AAC . 

MPEG -4 AAC . 

Other Setup . 

PHASE CONTROL . 

PNRM . 

Speaker Distance . 

Speaker Settin 呂 . 

SR + Setup . 

SR + ヶーブル . 

SR + 連動モード . 

USB メモ U -. 

WMA . 

WMA 9 Pro . 


40 

37 

38 

4 己 

44 

己 0 

3 己 

34 

37 

41 

34 

28 

己4 

46 

…9 

34 

44 

42 

46 

已己 

已6 

已2 

己4 

13 


























< 各窓口へのお問い合わせの時のごま意 > 

「0120」で始まる原！フ U - コールおよび画フ U - ダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 ■ PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理■お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いまめの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜-日曜•祝日9:30〜12:00、 

13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■眉! 0120 -944-222 

■-般電話03-已496 -2986 

■ファックス 

03-3490 -已 7] 8 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ.メールマガジン登録のご案内.お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜9:3□〜19:00、 

±曜 ■ 日曜-祝日9:30〜12:00、13:00〜]狂00 

(弊社休業曰は除く） 

■電話 

画0120-已-81028 ■-般電話 

03—已49巨一2023 

■ファックス 

函0120-已-81029 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:30〜] 8:00 (±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 


■一般電話 

098-879-1910 


■ファックス 

098-879-13己2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 


参部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜•日曜-祝日9:30〜12:00、 

13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

^0120— 已一8109已 

■-般電話 0538-43-1 161 

■ファックス 

画0120-已-81096 



平成20年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L027 


JIS C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
一第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20A1；I 下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


⑥2日日8パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社 承1已 3-86 已4ま京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 


JIS C 61日0日- 3-2 適合品 


D50-5-10-1 A Ja 


< XRA 3043 - A > 













